
プリントサンプルは

こちら

教 師 用 サ ポ ー ト パ ッ ク 内 容 一 覧

教師用教師用

サポートパックサポートパック
教師用

サポートパック
解答・解説解答・解説解答・解説
のご案内
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縮
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問
題
を
解
く
カ
ギ
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わ
か
る

●
 ひ
と
目
で
わ
か
る
 
や
じ
る
し 解
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●
 個
別
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ポ
イ
ン
ト
や
注
意
点を示
し
て
い
ま
す
　

　

106
⑤「初めての葉書」に書かれていたものを、十二字で書き抜き

なさい。

 

2

 威 勢 の い い 赤 鉛 筆 の 大 マ ル

　

106
⑮「妹が帰ってくる日、私と弟は家庭菜園のかぼちゃを全部収

穫した。」とありますが、

　

⑴ 

　

「私」と弟はなぜこのようなことをしたのですか。次の

にあてはまる言葉を、六字で書き抜きなさい。

　　

 

　

 ために、自分たちに

　　

できる限りのことをしてやりたかったから。

　

⑵ 

　

「私」と弟の行為について、父が106
⑯「何も言わなかった」

のはなぜだと思いますか。考えて二十字以内で書きなさい。

5

 妹 を 喜 ば せ る
1620

 二 人 の 気 持 ち が よ く わ

 か っ て い た か ら 。

例 

　

106
⑲「夜遅く、出窓で見張っていた弟が、『帰ってきたよ！』と

叫んだ。」とき、

　

⑴ 

　

父がとった行動を、本文中の言葉を用いて、三十字以内で書

きなさい。

6

2430

 は だ し で 表 へ 飛 び 出 し

 て 、 妹 の 肩 を 抱 き 、 声

 を 上 げ て 泣 い た 。

例 

　

106
⑨「マルは急激に小さくなっていった。」とありますが、ここ

からどんなことがわかりますか。三十字以内で書きなさい。

3

　

「マル」は、   元気  であることを示すもの。これ

が「急激に小さくなっていった」んだよ。

　

「 誰が  どうなっていた 」の形。文末は「〜こと。」

2430

 末 の 妹 が 疎 開 先 で ど ん

 ど ん 元 気 を な く し て い

 っ た と い う こ と 。

例 

　

106
⑪「下の妹は、……姉の姿を見ると、種をぺっと吐き出して泣

いた」とありますが、このときの「末の妹」（下の妹）の気持ち

として最も適切なものを、次から一つ選びなさい。 （

　

ウ

　

）

ア

　

ひもじい生活を知られ、投げやりな気分になっている。

イ

　

姉が迎えに来てくれて、幸福に浸っている。

ウ

　

ひもじさや寂しさが、姉の姿を見てあふれ出している。

エ

　

ずっと待っていたのになかなか迎えに来なかった姉に失望している。

4

父に対する「私」の思いを捉えよう。 解く
父からの手紙

　

104
②「三日にあげず手紙をよこした。」、105⑦
「手紙は一日に二通

来ることもあり」は、父のどんな一面を示していますか。本文中

から三字で書き抜きなさい。  

1

 筆 ま め

字のない葉書

　

106
①「元気な日は……ポストに入れなさい。」と父が「末の妹」

に言ってきかせたのはなぜですか。次から一つ選びなさい。

 （

　

ウ

　

）

ア

　

そばにいられない間も、葉書のやりとりを通して「末の妹」に愛

情を示してやりたかったから。

イ

　

何もすることのない疎開先でも、「末の妹」に毎日を規則正しく

過ごしてもらいたかったから。

ウ

　

「末の妹」のことが心配で、疎開先で元気に毎日を過ごしている

かどうかを確かめたかったから。

エ

　

離れて暮らすことになっても、「末の妹」に毎日家族のことを思

い出してもらいたかったから。

1

　　

父からの手紙の表書きを初めて見たとき、104⑤
「ひどくびっく

りした」とありますが、

　

⑴ 

　

「ひどくびっくりした」理由を、次から一つ選びなさい。

 （

　

エ

　

）

　

ア 

　

丁寧な文字が、「私」宛てのものと思えなかったから。

　

イ 

　

名前に「殿」をつけるのは適切ではないと思ったから。

　

ウ 

　

父に突き放されたと感じる書きぶりの文面だったから。

　

エ 

　

普段の父からは想像もできない呼びかたをしていたから。

　

⑵ 

　

「私」はどのような気分になりましたか。本文中から十九字

で書き抜きなさい。

2

 こ そ ば ゆ い よ う な 晴 れ

 が ま し い よ う な 気 分

　

105
⑨「優しい父の姿を見せたのは、この手紙の中だけ」とありま

すが、父が手紙以外では「優しい父の姿」を見せなかった理由を、

「私」はどのように思っていますか。三十字以内で書きなさい。

4

　

父は  照れ性  で、優しさを素直に

表に出す  のが気恥ずかしかったと推測してい

る。

　

理由なので、文末は「〜から。」

2430

 照 れ 性 で 、 日 頃 は 優 し

 さ を 素 直 に 表 に 出 せ な

 か っ た か ら 。

例 

　

104
⑩「折り目正しい時候の挨拶……訓戒も添えられていた。」と

いう手紙に、「私」は父の何を感じ取っていますか。五字で書き

抜きなさい。  

3

 威 厳 と 愛 情

P. 74
P. 73 ×

×

×

筆者は、「つい四、五日前まで」との「突然

の変わりよう」に「びっくりした」のである。

105②「威厳と愛情にあふれた

……父親がそこにあった」の

「そこ」とは、手紙の中のこと。

（別解）照れ性で、日頃できない父親を手紙の中で演じ

ていたから。（誤答例）照れ性で、他人行儀という形で

しか娘に手紙を書けなかったから。↑丁寧な手紙を書い

た理由であって、日頃優しさを見せない理由ではない。

×
×

×

（別解）末の妹が疎開先でも満足

に食事をとれていないこと。（24字）

娘への愛情が根本にある。娘の身

を案じる父の気持ちを読み取る。

×

×

×

（別解）父も「私」や弟と同じ気持ちだったから。（19字）

①「はだしで表へ飛び出した」、②「やせた妹の肩を

抱き、声を上げて泣いた」、の二点が書けていれば正解。

本文と違う。

解
答
・
解
説
見本

？

こ
れ
ら
の
疑
問
に

的
確
に
対
応
し
た

丁
寧
な
解
説

Q
1
「
ど
の
よ
う
に
考
え
る
と
答
え
に
た
ど
り
着
く
の
？
」

Q
2
「
な
ぜ
、
こ
の
答
え
に
な
る
の
？
」

Q
3
「
記
述
問
題
は
ど
う
書
け
ば
い
い
の
？
　
部
分
点
も
ら
え
る
の
？
」

Q
1
－
A

　
　「
本
文
中
の
こ
の
部
分
に
着
目
す
れ
ば
答
え
ら
れ
る
」

Q
1
－
A

　
　「
設
問
文
の
中
に
手
が
か
り
が
あ
る
」

Q
2
－
A

　
　「
選
択
肢
の
誤
答
は
、
こ
こ
が
ま
ち
が
い
」

Q
3
－
A

　
　「
採
点
基
準
を
細
か
く
明
記
」

そ
の
他

　
　「
答
え
方
や
字
数
指
定
に
注
意
す
る
」

縮刷解答は別冊で、生徒用に

無料で納品いたします。

つかむ本文中の言葉を書き入れよう。
＊父が宛名を書き疎開した 末の妹

⑧

 が「文面」を書いた、家族への葉書。

　
父・ 字が書けない妹のために、おびただしい葉書

⑨

 に

自分宛ての宛名を書いた。

　　　
「元気な日は マル

⑩

 を書いて、一枚ずつ毎日ポストに入れなさい。」

〈妹が帰ってくる日〉

　　
私と弟・かぼちゃを 全部

⑭

 収穫した。

　　
父・（ふだんは叱るが）  何も言わなかった

⑮

 。

　
　　
弟・出窓で見張っていた。↓「帰ってきたよ！」と叫んだ。

　　
父・はだし

⑯

 で表へ飛び出した。声を上げて 泣いた

⑰

 。

〈葉書のゆくえ〉…誰がどこにしまったのかそれともなくなったのか、

　　　　　　　
「私」は 一度も見ていない

⑱

 。

妹からの手紙 ※ 〇か×を、大きさも考えて書いてみよう。

　　　 初
め
て

　

○⑪

 

　

    

　 次の日から

　　

○⑫

 

　

    

　 つ
い
に

　　

×⑬

 

　

    

　
来なくなった

＊  父
①

 から、親元を離れた 私
②

 への手紙。

　
←

・ひどく びっくり

⑤

 した。

・こそばゆいような晴れがましいような気分。

〈手紙の中の父〉

・威厳と愛情にあふれた

　非の打ちどころの

⑥

 

　ない 父親がそこにあった。

　　
⇔

〈日頃の父〉

・かんしゃくを起こして家族に手を上げるよう

　
な 暴君

⑦

 だった。

　
・一点一画もおろそかにしない大ぶりの筆

　
・「向田邦子 殿
③

 」

　
・時候の挨拶

　
・「私」を 貴女

④

 とよぶ

表
書
き

文
面

父からの手紙 A初め〜105
⑫字のない葉書 B105
⑭〜終わり

P.104
〜
P.109

教科書

字のない葉
は

書
がき

向
むこう

田
だ

　
邦

くに

子
こ

随筆

4人間のきずな

父の姿から、父に対

する「私」の思いを

捉えよう。 確
かく

認
にん

しよう。 調べる
語句の意味を書き、用例を確認しよう。 語 句

①おろそか

 104
③

類義語（

　
例 いいかげん

　
）

 

　
勉強がおろそかになる。

②こそばゆい

 104
⑨

例  くすぐったい。（照れくさい。）

 

　
クラスメートの前でほめられてこそばゆく感じた。

③おびただしい

 105
⑲

例  数や量がものすごく多い。

 

　
おびただしい数の鳥が飛んでいくのを見た。

用例

用例

用例

（  どの ）（ あ て）（ ば せい ）（ てれしょう ）

1〜

殿 ★

2

宛 ★て3

罵 ★声
4

照れ性 ▽

（ ぎょう ぎ ）（ ぜんめつ ）（ はだ ぎ ）（ ぬ う）

５

行儀 ★

6

全滅 ★

７

肌 ★着
８

縫 ★う

（ ぞうすい ）   （ もち ）（ かべ ）（ はきだ す）

9

雑炊 ★

10

ぼた餅 ★

11

壁 ★

12

吐 ★き出す

（ しゅうかく）（ しか る）（ や せる）

13

収穫 ★

14

𠮟 ★る15

痩 ★せる

（

　
）に読みがなをつけて、なぞろう。  （★は新出漢字

　
▽は新出音訓） 漢 字

P. 72
P. 71

体が「こそばゆい」場合と気持ちが「こそば

ゆい」場合があるが、本文では、気持ちの面

で「こそばゆい」という言葉を使っている。

対照的な姿

娘
（
家
族
）
へ
の
愛
情
に
あ
ふ
れ
た
父

筆者が最も心に残るもの

104①104②

104④
104⑪

104⑤

105②

105④

105⑭

105⑲

106①
106⑮

106⑯

107①107③

107⑨

小マルバツ 大マル

お手持ちの赤シートで
解答を隠せます。

23
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106
⑤「初めての葉書」に書かれていたものを、十二字で書き抜き

なさい。

 

2

 威 勢 の い い 赤 鉛 筆 の 大 マ ル

　

106
⑮「妹が帰ってくる日、私と弟は家庭菜園のかぼちゃを全部収

穫した。」とありますが、

　

⑴ 

　

「私」と弟はなぜこのようなことをしたのですか。次の

にあてはまる言葉を、六字で書き抜きなさい。

　　

 

　

 ために、自分たちに

　　

できる限りのことをしてやりたかったから。

　

⑵ 

　

「私」と弟の行為について、父が106
⑯「何も言わなかった」

のはなぜだと思いますか。考えて二十字以内で書きなさい。

5

 妹 を 喜 ば せ る
1620

 二 人 の 気 持 ち が よ く わ

 か っ て い た か ら 。

例 

　

106
⑲「夜遅く、出窓で見張っていた弟が、『帰ってきたよ！』と

叫んだ。」とき、

　

⑴ 

　

父がとった行動を、本文中の言葉を用いて、三十字以内で書

きなさい。

6

2430

 は だ し で 表 へ 飛 び 出 し

 て 、 妹 の 肩 を 抱 き 、 声

 を 上 げ て 泣 い た 。

例 

　

106
⑨「マルは急激に小さくなっていった。」とありますが、ここ

からどんなことがわかりますか。三十字以内で書きなさい。

3

　

「マル」は、   元気  であることを示すもの。これ

が「急激に小さくなっていった」んだよ。

　

「 誰が  どうなっていた 」の形。文末は「〜こと。」

2430

 末 の 妹 が 疎 開 先 で ど ん

 ど ん 元 気 を な く し て い

 っ た と い う こ と 。

例 

　

106
⑪「下の妹は、……姉の姿を見ると、種をぺっと吐き出して泣

いた」とありますが、このときの「末の妹」（下の妹）の気持ち

として最も適切なものを、次から一つ選びなさい。 （

　

ウ

　

）

ア

　

ひもじい生活を知られ、投げやりな気分になっている。

イ

　

姉が迎えに来てくれて、幸福に浸っている。

ウ

　

ひもじさや寂しさが、姉の姿を見てあふれ出している。

エ

　

ずっと待っていたのになかなか迎えに来なかった姉に失望している。

4

父に対する「私」の思いを捉えよう。 解く
父からの手紙

　

104
②「三日にあげず手紙をよこした。」、105⑦
「手紙は一日に二通

来ることもあり」は、父のどんな一面を示していますか。本文中

から三字で書き抜きなさい。  

1

 筆 ま め

字のない葉書

　

106
①「元気な日は……ポストに入れなさい。」と父が「末の妹」

に言ってきかせたのはなぜですか。次から一つ選びなさい。

 （

　

ウ

　

）

ア

　

そばにいられない間も、葉書のやりとりを通して「末の妹」に愛

情を示してやりたかったから。

イ

　

何もすることのない疎開先でも、「末の妹」に毎日を規則正しく

過ごしてもらいたかったから。

ウ

　

「末の妹」のことが心配で、疎開先で元気に毎日を過ごしている

かどうかを確かめたかったから。

エ

　

離れて暮らすことになっても、「末の妹」に毎日家族のことを思

い出してもらいたかったから。

1

　　

父からの手紙の表書きを初めて見たとき、104⑤
「ひどくびっく

りした」とありますが、

　

⑴ 

　

「ひどくびっくりした」理由を、次から一つ選びなさい。

 （

　

エ

　

）

　

ア 

　

丁寧な文字が、「私」宛てのものと思えなかったから。

　

イ 

　

名前に「殿」をつけるのは適切ではないと思ったから。

　

ウ 

　

父に突き放されたと感じる書きぶりの文面だったから。

　

エ 

　

普段の父からは想像もできない呼びかたをしていたから。

　

⑵ 

　

「私」はどのような気分になりましたか。本文中から十九字

で書き抜きなさい。

2

 こ そ ば ゆ い よ う な 晴 れ

 が ま し い よ う な 気 分

　

105
⑨「優しい父の姿を見せたのは、この手紙の中だけ」とありま

すが、父が手紙以外では「優しい父の姿」を見せなかった理由を、

「私」はどのように思っていますか。三十字以内で書きなさい。

4

　

父は  照れ性  で、優しさを素直に

表に出す  のが気恥ずかしかったと推測してい

る。

　

理由なので、文末は「〜から。」

2430

 照 れ 性 で 、 日 頃 は 優 し

 さ を 素 直 に 表 に 出 せ な

 か っ た か ら 。

例 

　

104
⑩「折り目正しい時候の挨拶……訓戒も添えられていた。」と

いう手紙に、「私」は父の何を感じ取っていますか。五字で書き

抜きなさい。  

3

 威 厳 と 愛 情

P. 74
P. 73 ×

×

×

筆者は、「つい四、五日前まで」との「突然

の変わりよう」に「びっくりした」のである。

105②「威厳と愛情にあふれた

……父親がそこにあった」の

「そこ」とは、手紙の中のこと。

（別解）照れ性で、日頃できない父親を手紙の中で演じ

ていたから。（誤答例）照れ性で、他人行儀という形で

しか娘に手紙を書けなかったから。↑丁寧な手紙を書い

た理由であって、日頃優しさを見せない理由ではない。

×
×

×

（別解）末の妹が疎開先でも満足

に食事をとれていないこと。（24字）

娘への愛情が根本にある。娘の身

を案じる父の気持ちを読み取る。

×

×

×

（別解）父も「私」や弟と同じ気持ちだったから。（19字）

①「はだしで表へ飛び出した」、②「やせた妹の肩を

抱き、声を上げて泣いた」、の二点が書けていれば正解。

本文と違う。

解
答
・
解
説
見本

？

こ
れ
ら
の
疑
問
に

的
確
に
対
応
し
た

丁
寧
な
解
説

Q
1
「
ど
の
よ
う
に
考
え
る
と
答
え
に
た
ど
り
着
く
の
？
」

Q
2
「
な
ぜ
、
こ
の
答
え
に
な
る
の
？
」

Q
3
「
記
述
問
題
は
ど
う
書
け
ば
い
い
の
？
　
部
分
点
も
ら
え
る
の
？
」

Q
1
－
A

　
　「
本
文
中
の
こ
の
部
分
に
着
目
す
れ
ば
答
え
ら
れ
る
」

Q
1
－
A

　
　「
設
問
文
の
中
に
手
が
か
り
が
あ
る
」

Q
2
－
A

　
　「
選
択
肢
の
誤
答
は
、
こ
こ
が
ま
ち
が
い
」

Q
3
－
A

　
　「
採
点
基
準
を
細
か
く
明
記
」

そ
の
他

　
　「
答
え
方
や
字
数
指
定
に
注
意
す
る
」

縮刷解答は別冊で、生徒用に

無料で納品いたします。

つかむ本文中の言葉を書き入れよう。
＊父が宛名を書き疎開した 末の妹

⑧

 が「文面」を書いた、家族への葉書。

　
父・ 字が書けない妹のために、おびただしい葉書

⑨

 に

自分宛ての宛名を書いた。

　　　
「元気な日は マル

⑩

 を書いて、一枚ずつ毎日ポストに入れなさい。」

〈妹が帰ってくる日〉

　　
私と弟・かぼちゃを 全部

⑭

 収穫した。

　　
父・（ふだんは叱るが）  何も言わなかった

⑮

 。

　
　　
弟・出窓で見張っていた。↓「帰ってきたよ！」と叫んだ。

　　
父・はだし

⑯

 で表へ飛び出した。声を上げて 泣いた

⑰

 。

〈葉書のゆくえ〉…誰がどこにしまったのかそれともなくなったのか、

　　　　　　　
「私」は 一度も見ていない

⑱

 。

妹からの手紙 ※ 〇か×を、大きさも考えて書いてみよう。

　　　 初
め
て

　

○⑪

 

　

    

　 次の日から

　　

○⑫

 

　

    

　 つ
い
に

　　

×⑬

 

　

    

　
来なくなった

＊  父
①

 から、親元を離れた 私
②

 への手紙。

　
←

・ひどく びっくり

⑤

 した。

・こそばゆいような晴れがましいような気分。

〈手紙の中の父〉

・威厳と愛情にあふれた

　非の打ちどころの

⑥

 

　ない 父親がそこにあった。

　　
⇔

〈日頃の父〉

・かんしゃくを起こして家族に手を上げるよう

　
な 暴君

⑦

 だった。

　
・一点一画もおろそかにしない大ぶりの筆

　
・「向田邦子 殿
③

 」

　
・時候の挨拶

　
・「私」を 貴女

④

 とよぶ

表
書
き

文
面

父からの手紙 A初め〜105
⑫字のない葉書 B105
⑭〜終わり

P.104
〜
P.109

教科書

字のない葉
は

書
がき

向
むこう

田
だ

　
邦

くに

子
こ

随筆

4人間のきずな

父の姿から、父に対

する「私」の思いを

捉えよう。 確
かく

認
にん

しよう。 調べる
語句の意味を書き、用例を確認しよう。 語 句

①おろそか

 104
③

類義語（

　
例 いいかげん

　
）

 

　
勉強がおろそかになる。

②こそばゆい

 104
⑨

例  くすぐったい。（照れくさい。）

 

　
クラスメートの前でほめられてこそばゆく感じた。

③おびただしい

 105
⑲

例  数や量がものすごく多い。

 

　
おびただしい数の鳥が飛んでいくのを見た。

用例

用例

用例

（  どの ）（ あ て）（ ば せい ）（ てれしょう ）

1〜

殿 ★

2

宛 ★て3

罵 ★声
4

照れ性 ▽

（ ぎょう ぎ ）（ ぜんめつ ）（ はだ ぎ ）（ ぬ う）

５

行儀 ★

6

全滅 ★

７

肌 ★着
８

縫 ★う

（ ぞうすい ）   （ もち ）（ かべ ）（ はきだ す）

9

雑炊 ★

10

ぼた餅 ★

11

壁 ★

12

吐 ★き出す

（ しゅうかく）（ しか る）（ や せる）

13

収穫 ★

14

𠮟 ★る15

痩 ★せる

（

　
）に読みがなをつけて、なぞろう。  （★は新出漢字

　
▽は新出音訓） 漢 字

P. 72
P. 71

体が「こそばゆい」場合と気持ちが「こそば

ゆい」場合があるが、本文では、気持ちの面

で「こそばゆい」という言葉を使っている。

対照的な姿

娘
（
家
族
）
へ
の
愛
情
に
あ
ふ
れ
た
父

筆者が最も心に残るもの

104①104②

104④
104⑪

104⑤

105②

105④

105⑭

105⑲

106①
106⑮

106⑯

107①107③

107⑨

小マルバツ 大マル

お手持ちの赤シートで
解答を隠せます。

23
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106
⑤「初めての葉書」に書かれていたものを、十二字で書き抜き

なさい。

 

2

 威 勢 の い い 赤 鉛 筆 の 大 マ ル

　
106
⑮「妹が帰ってくる日、私と弟は家庭菜園のかぼちゃを全部収

穫した。」とありますが、

　
⑴ 

　
「私」と弟はなぜこのようなことをしたのですか。次の

にあてはまる言葉を、六字で書き抜きなさい。

　　

 

　

 ために、自分たちに

　　
できる限りのことをしてやりたかったから。

　
⑵ 

　
「私」と弟の行為について、父が106
⑯「何も言わなかった」

のはなぜだと思いますか。考えて二十字以内で書きなさい。

5

 妹 を 喜 ば せ る
1620

 二 人 の 気 持 ち が よ く わ

 か っ て い た か ら 。

例 

　
106
⑲「夜遅く、出窓で見張っていた弟が、『帰ってきたよ！』と

叫んだ。」とき、

　
⑴ 

　
父がとった行動を、本文中の言葉を用いて、三十字以内で書

きなさい。

6

2430

 は だ し で 表 へ 飛 び 出 し

 て 、 妹 の 肩 を 抱 き 、 声

 を 上 げ て 泣 い た 。

例 

　
106
⑨「マルは急激に小さくなっていった。」とありますが、ここ

からどんなことがわかりますか。三十字以内で書きなさい。

3

　
「マル」は、   元気  であることを示すもの。これ

が「急激に小さくなっていった」んだよ。

　
「 誰が  どうなっていた 」の形。文末は「〜こと。」

2430

 末 の 妹 が 疎 開 先 で ど ん

 ど ん 元 気 を な く し て い

 っ た と い う こ と 。

例 

　
106
⑪「下の妹は、……姉の姿を見ると、種をぺっと吐き出して泣

いた」とありますが、このときの「末の妹」（下の妹）の気持ち

として最も適切なものを、次から一つ選びなさい。 （

　
ウ

　
）

ア

　
ひもじい生活を知られ、投げやりな気分になっている。

イ

　
姉が迎えに来てくれて、幸福に浸っている。

ウ

　
ひもじさや寂しさが、姉の姿を見てあふれ出している。

エ

　
ずっと待っていたのになかなか迎えに来なかった姉に失望している。

4

父に対する「私」の思いを捉えよう。 解く
父からの手紙 A

　
104
②「三日にあげず手紙をよこした。」、105⑦
「手紙は一日に二通

来ることもあり」は、父のどんな一面を示していますか。本文中

から三字で書き抜きなさい。  

1

 筆 ま め

字のない葉書 B
　

106
①「元気な日は……ポストに入れなさい。」と父が「末の妹」

に言ってきかせたのはなぜですか。次から一つ選びなさい。

 （

　
ウ

　
）

ア

　
そばにいられない間も、葉書のやりとりを通して「末の妹」に愛

情を示してやりたかったから。

イ

　
何もすることのない疎開先でも、「末の妹」に毎日を規則正しく

過ごしてもらいたかったから。

ウ

　
「末の妹」のことが心配で、疎開先で元気に毎日を過ごしている

かどうかを確かめたかったから。

エ

　
離れて暮らすことになっても、「末の妹」に毎日家族のことを思

い出してもらいたかったから。

1

　　
父からの手紙の表書きを初めて見たとき、104⑤
「ひどくびっく

りした」とありますが、

　
⑴ 

　
「ひどくびっくりした」理由を、次から一つ選びなさい。

 （

　
エ

　
）

　
ア 

　
丁寧な文字が、「私」宛てのものと思えなかったから。

　
イ 

　
名前に「殿」をつけるのは適切ではないと思ったから。

　
ウ 

　
父に突き放されたと感じる書きぶりの文面だったから。

　
エ 

　
普段の父からは想像もできない呼びかたをしていたから。

　
⑵ 

　
「私」はどのような気分になりましたか。本文中から十九字

で書き抜きなさい。

2

 こ そ ば ゆ い よ う な 晴 れ

 が ま し い よ う な 気 分

　
105
⑨「優しい父の姿を見せたのは、この手紙の中だけ」とありま

すが、父が手紙以外では「優しい父の姿」を見せなかった理由を、

「私」はどのように思っていますか。三十字以内で書きなさい。

4

　
父は  照れ性  で、優しさを素直に

表に出す  のが気恥ずかしかったと推測してい

る。
　
理由なので、文末は「〜から。」

2430

 照 れ 性 で 、 日 頃 は 優 し

 さ を 素 直 に 表 に 出 せ な

 か っ た か ら 。

例 

　
104
⑩「折り目正しい時候の挨拶……訓戒も添えられていた。」と

いう手紙に、「私」は父の何を感じ取っていますか。五字で書き

抜きなさい。  

3

 威 厳 と 愛 情

P. 74
P. 73 ×

×

×

筆者は、「つい四、五日前まで」との「突然

の変わりよう」に「びっくりした」のである。

105②「威厳と愛情にあふれた

……父親がそこにあった」の

「そこ」とは、手紙の中のこと。

（別解）照れ性で、日頃できない父親を手紙の中で演じ

ていたから。（誤答例）照れ性で、他人行儀という形で

しか娘に手紙を書けなかったから。↑丁寧な手紙を書い

た理由であって、日頃優しさを見せない理由ではない。

×
×

×

（別解）末の妹が疎開先でも満足

に食事をとれていないこと。（24字）

娘への愛情が根本にある。娘の身

を案じる父の気持ちを読み取る。

×

×

×

（別解）父も「私」や弟と同じ気持ちだったから。（19字）

①「はだしで表へ飛び出した」、②「やせた妹の肩を

抱き、声を上げて泣いた」、の二点が書けていれば正解。

本文と違う。

ＡさんとＢさんは、107
③「痩せた妹の肩を抱き、声を上げて

泣いた」ときの父の思いについて話し合い、筆者の表現の工夫

について話し合っています。

課
 題

深める

　　

にあてはまる、前半の思い出で描かれている父の人物像

について次の（

　
）にあてはまる言葉を、本文中から書き抜きな

さい。
　　
父は（

　
照れ性

　
）で、行動や態度に出すことは

　
ほとんどないが、心の中では確かに家族への（

　
愛情

　
）を

　
持っていたこと

1Ⅰ
　　
前半と後半の思い出の表現のしかたはどう違いますか。次の文

章にあてはまる言葉をあとのア〜エから選んで書き入れなさい。

 Ａ（
　 エ　
）

　
Ｂ（

　 ア　
）

　
Ｃ（

　 ウ　
）

前半の思い出…「暴君ではあったが、反面照れ性でもあった父」

　　　　　　　
↓ 筆者からみた父の（

　
Ａ

　
）を（

　
Ｂ

　
）的に

表現。

　

2

後半の思い出…「はだしで表へ飛び出した」「声を上げて泣いた」

　　　　　　　
↓ 父の（

　
Ｃ

　
）を描写し、気持ちは具体的に描

かれない。

ア

　
直接

　　
イ

　
間接

　　
ウ

　
行動

　　
エ

　
人柄

　　

には、父親に関する思い出が二つ挙げられていることで

どんな効果があるかをまとめた文が入ります。で押さえた内

容を踏まえて九十字以内で書きなさい。

3Ⅱ

2

　
前半の思い出があることで、後半の思い出にどんな効果を

もたらしているかを考えよう。

　
「前半の思い出で、〜 ことで、後半の思い出では 〜 

できる。」の形。

72

90

 前 半 の 思 い 出 で 、 父 親 の 人

 柄 や 筆 者 の 気 持 ち が 直 接 的

 に 表 現 さ れ て い る こ と で 、

 後 半 の 思 い 出 で は 具 体 的 に

 描 か れ て い な く て も 、 行 動

 か ら 父 親 の 人 柄 や 心 情 を 読

 み 取 る こ と が で き る

Ａさん

　
この部分の父は、「末の妹が無事に帰ってきて安

あん

堵
ど

しつつも、

つらい思いをさせて申し訳ない」と思って泣いたんじゃないかな。

Ｂさん

　
そうかなあ。何か別の要因で泣いたかもしれないよ。

Ａさん

　
前半の思い出を振り返ると、前半の思い出ではが表現さ

れているよ。このことから、家族に対する思いが「痩せた妹の肩を抱き、

声を上げて泣いた」行動に表れていると考えられると思うな。

Ｂさん

　
そっか。確かに、ね。

Ⅰ

Ⅱ

　
⑵ 

　
このときの父の気持ちとして最も適切なものを、次から一つ

選びなさい。 （

　
エ

　
）

　
ア 

　
疎開のためにやむを得ず手放した「末の妹」だが、また一緒に

暮らすことができるのでうれしいという気持ち。

　
イ 

　
「末の妹」のような幼い子供が戦争の犠

ぎ

牲
せい

になる現実に直面し

て、怒りと悲しみでやりきれないという気持ち。

　
ウ 

　
「末の妹」の痛ましい姿に衝

しょう

撃
げき

を受けて、我が子一人守れない

自分の無力さを痛感し、情けないという気持ち。

　
エ 

　
なんとか無事に帰ってきた「末の妹」を見て安

あん

堵
ど

すると同時に、

つらい思いをさせて申し訳ないという気持ち。

　　
前半の「父からの手紙」と、後半の「字のない葉書」の二つの

エピソードから、父に対する筆者のどんな思いが読み取れますか。

次のに入る言葉を、それぞれ五字以内で書きなさい。

　　　
家族に 

　　

 を

　　
注いでくれた父が

　

     。

7
例

 深 い 愛 情 

例

 な つ か し い

　
「手紙」の中で見せた優しい姿、

声を立てて泣く父の姿に、何を

感じたのかな。また、手紙や葉

書を振り返って、筆者は今どう

思っているのかな。

P. 76
P. 75

×
×

×

うれし泣きではない。戦争や

自分自身に対する涙でもない。

なりふりかまわない

父の態度から、どれ

ほど妹（娘）を心配

し、帰りを待ちわび

ていたかがわかる。

（別解）「恋しい」「慕わしい」など。

筆者は、107⑦「あの字のない葉書は……一度も見

ていない」が、あのとき強く感じた父の愛情を、

今でもなつかしく思い返している。

選択肢のどの部分が
誤答になるのかを
示しています。

問題の近くに
解説があるので
分かりやすい！

記述解答の答え合わせも
子どもが一人でできるように

サポートします。

45
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106
⑤「初めての葉書」に書かれていたものを、十二字で書き抜き

なさい。

 

2

 威 勢 の い い 赤 鉛 筆 の 大 マ ル

　
106
⑮「妹が帰ってくる日、私と弟は家庭菜園のかぼちゃを全部収

穫した。」とありますが、

　
⑴ 

　
「私」と弟はなぜこのようなことをしたのですか。次の

にあてはまる言葉を、六字で書き抜きなさい。

　　

 

　

 ために、自分たちに

　　
できる限りのことをしてやりたかったから。

　
⑵ 

　
「私」と弟の行為について、父が106
⑯「何も言わなかった」

のはなぜだと思いますか。考えて二十字以内で書きなさい。

5

 妹 を 喜 ば せ る
1620

 二 人 の 気 持 ち が よ く わ

 か っ て い た か ら 。

例 

　
106
⑲「夜遅く、出窓で見張っていた弟が、『帰ってきたよ！』と

叫んだ。」とき、

　
⑴ 

　
父がとった行動を、本文中の言葉を用いて、三十字以内で書

きなさい。

6

2430

 は だ し で 表 へ 飛 び 出 し

 て 、 妹 の 肩 を 抱 き 、 声

 を 上 げ て 泣 い た 。

例 

　
106
⑨「マルは急激に小さくなっていった。」とありますが、ここ

からどんなことがわかりますか。三十字以内で書きなさい。

3

　
「マル」は、   元気  であることを示すもの。これ

が「急激に小さくなっていった」んだよ。

　
「 誰が  どうなっていた 」の形。文末は「〜こと。」

2430

 末 の 妹 が 疎 開 先 で ど ん

 ど ん 元 気 を な く し て い

 っ た と い う こ と 。

例 

　
106
⑪「下の妹は、……姉の姿を見ると、種をぺっと吐き出して泣

いた」とありますが、このときの「末の妹」（下の妹）の気持ち

として最も適切なものを、次から一つ選びなさい。 （

　
ウ

　
）

ア

　
ひもじい生活を知られ、投げやりな気分になっている。

イ

　
姉が迎えに来てくれて、幸福に浸っている。

ウ

　
ひもじさや寂しさが、姉の姿を見てあふれ出している。

エ

　
ずっと待っていたのになかなか迎えに来なかった姉に失望している。

4

父に対する「私」の思いを捉えよう。 解く
父からの手紙 A

　
104
②「三日にあげず手紙をよこした。」、105⑦
「手紙は一日に二通

来ることもあり」は、父のどんな一面を示していますか。本文中

から三字で書き抜きなさい。  

1

 筆 ま め

字のない葉書 B
　

106
①「元気な日は……ポストに入れなさい。」と父が「末の妹」

に言ってきかせたのはなぜですか。次から一つ選びなさい。

 （

　
ウ

　
）

ア

　
そばにいられない間も、葉書のやりとりを通して「末の妹」に愛

情を示してやりたかったから。

イ

　
何もすることのない疎開先でも、「末の妹」に毎日を規則正しく

過ごしてもらいたかったから。

ウ

　
「末の妹」のことが心配で、疎開先で元気に毎日を過ごしている

かどうかを確かめたかったから。

エ

　
離れて暮らすことになっても、「末の妹」に毎日家族のことを思

い出してもらいたかったから。

1

　　
父からの手紙の表書きを初めて見たとき、104⑤
「ひどくびっく

りした」とありますが、

　
⑴ 

　
「ひどくびっくりした」理由を、次から一つ選びなさい。

 （

　
エ

　
）

　
ア 

　
丁寧な文字が、「私」宛てのものと思えなかったから。

　
イ 

　
名前に「殿」をつけるのは適切ではないと思ったから。

　
ウ 

　
父に突き放されたと感じる書きぶりの文面だったから。

　
エ 

　
普段の父からは想像もできない呼びかたをしていたから。

　
⑵ 

　
「私」はどのような気分になりましたか。本文中から十九字

で書き抜きなさい。

2

 こ そ ば ゆ い よ う な 晴 れ

 が ま し い よ う な 気 分

　
105
⑨「優しい父の姿を見せたのは、この手紙の中だけ」とありま

すが、父が手紙以外では「優しい父の姿」を見せなかった理由を、

「私」はどのように思っていますか。三十字以内で書きなさい。

4

　
父は  照れ性  で、優しさを素直に

表に出す  のが気恥ずかしかったと推測してい

る。
　
理由なので、文末は「〜から。」

2430

 照 れ 性 で 、 日 頃 は 優 し

 さ を 素 直 に 表 に 出 せ な

 か っ た か ら 。

例 

　
104
⑩「折り目正しい時候の挨拶……訓戒も添えられていた。」と

いう手紙に、「私」は父の何を感じ取っていますか。五字で書き

抜きなさい。  

3

 威 厳 と 愛 情

P. 74
P. 73 ×

×

×

筆者は、「つい四、五日前まで」との「突然

の変わりよう」に「びっくりした」のである。

105②「威厳と愛情にあふれた

……父親がそこにあった」の

「そこ」とは、手紙の中のこと。

（別解）照れ性で、日頃できない父親を手紙の中で演じ

ていたから。（誤答例）照れ性で、他人行儀という形で

しか娘に手紙を書けなかったから。↑丁寧な手紙を書い

た理由であって、日頃優しさを見せない理由ではない。

×
×

×

（別解）末の妹が疎開先でも満足

に食事をとれていないこと。（24字）

娘への愛情が根本にある。娘の身

を案じる父の気持ちを読み取る。

×

×

×

（別解）父も「私」や弟と同じ気持ちだったから。（19字）

①「はだしで表へ飛び出した」、②「やせた妹の肩を

抱き、声を上げて泣いた」、の二点が書けていれば正解。

本文と違う。

ＡさんとＢさんは、107
③「痩せた妹の肩を抱き、声を上げて

泣いた」ときの父の思いについて話し合い、筆者の表現の工夫

について話し合っています。

課
 題

深める

　　

にあてはまる、前半の思い出で描かれている父の人物像

について次の（

　
）にあてはまる言葉を、本文中から書き抜きな

さい。
　　
父は（

　
照れ性

　
）で、行動や態度に出すことは

　
ほとんどないが、心の中では確かに家族への（

　
愛情

　
）を

　
持っていたこと

1Ⅰ
　　
前半と後半の思い出の表現のしかたはどう違いますか。次の文

章にあてはまる言葉をあとのア〜エから選んで書き入れなさい。

 Ａ（
　 エ　
）

　
Ｂ（

　 ア　
）

　
Ｃ（

　 ウ　
）

前半の思い出…「暴君ではあったが、反面照れ性でもあった父」

　　　　　　　
↓ 筆者からみた父の（

　
Ａ

　
）を（

　
Ｂ

　
）的に

表現。

　

2

後半の思い出…「はだしで表へ飛び出した」「声を上げて泣いた」

　　　　　　　
↓ 父の（

　
Ｃ

　
）を描写し、気持ちは具体的に描

かれない。

ア

　
直接

　　
イ

　
間接

　　
ウ

　
行動

　　
エ

　
人柄

　　

には、父親に関する思い出が二つ挙げられていることで

どんな効果があるかをまとめた文が入ります。で押さえた内

容を踏まえて九十字以内で書きなさい。

3Ⅱ

2

　
前半の思い出があることで、後半の思い出にどんな効果を

もたらしているかを考えよう。

　
「前半の思い出で、〜 ことで、後半の思い出では 〜 

できる。」の形。

72

90

 前 半 の 思 い 出 で 、 父 親 の 人

 柄 や 筆 者 の 気 持 ち が 直 接 的

 に 表 現 さ れ て い る こ と で 、

 後 半 の 思 い 出 で は 具 体 的 に

 描 か れ て い な く て も 、 行 動

 か ら 父 親 の 人 柄 や 心 情 を 読

 み 取 る こ と が で き る

Ａさん

　
この部分の父は、「末の妹が無事に帰ってきて安

あん

堵
ど

しつつも、

つらい思いをさせて申し訳ない」と思って泣いたんじゃないかな。

Ｂさん

　
そうかなあ。何か別の要因で泣いたかもしれないよ。

Ａさん

　
前半の思い出を振り返ると、前半の思い出ではが表現さ

れているよ。このことから、家族に対する思いが「痩せた妹の肩を抱き、

声を上げて泣いた」行動に表れていると考えられると思うな。

Ｂさん

　
そっか。確かに、ね。

Ⅰ

Ⅱ

　
⑵ 

　
このときの父の気持ちとして最も適切なものを、次から一つ

選びなさい。 （

　
エ

　
）

　
ア 

　
疎開のためにやむを得ず手放した「末の妹」だが、また一緒に

暮らすことができるのでうれしいという気持ち。

　
イ 

　
「末の妹」のような幼い子供が戦争の犠

ぎ

牲
せい

になる現実に直面し

て、怒りと悲しみでやりきれないという気持ち。

　
ウ 

　
「末の妹」の痛ましい姿に衝

しょう

撃
げき

を受けて、我が子一人守れない

自分の無力さを痛感し、情けないという気持ち。

　
エ 

　
なんとか無事に帰ってきた「末の妹」を見て安

あん

堵
ど

すると同時に、

つらい思いをさせて申し訳ないという気持ち。

　　
前半の「父からの手紙」と、後半の「字のない葉書」の二つの

エピソードから、父に対する筆者のどんな思いが読み取れますか。

次のに入る言葉を、それぞれ五字以内で書きなさい。

　　　
家族に 

　　

 を

　　
注いでくれた父が

　

     。

7
例

 深 い 愛 情 

例

 な つ か し い

　
「手紙」の中で見せた優しい姿、

声を立てて泣く父の姿に、何を

感じたのかな。また、手紙や葉

書を振り返って、筆者は今どう

思っているのかな。

P. 76
P. 75

×
×

×

うれし泣きではない。戦争や

自分自身に対する涙でもない。

なりふりかまわない

父の態度から、どれ

ほど妹（娘）を心配

し、帰りを待ちわび

ていたかがわかる。

（別解）「恋しい」「慕わしい」など。

筆者は、107⑦「あの字のない葉書は……一度も見

ていない」が、あのとき強く感じた父の愛情を、

今でもなつかしく思い返している。

選択肢のどの部分が
誤答になるのかを
示しています。

問題の近くに
解説があるので
分かりやすい！

記述解答の答え合わせも
子どもが一人でできるように

サポートします。

45
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新
し
い
国
語
の
ワ
ー
ク
■
「
話
す
・
聞
く
」
力
を
育
て
る
Ｃ
Ｄ 

１
年

秀
学
社

　こ
れ
か
ら
、
話
題
を
選
ぶ
過
程
に
つ
い
て
聞
く
テ
ス
ト
を
始
め
ま
す
。
優
花
さ
ん
は
「
将
来
の
夢
」
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ
を
す
る

こ
と
に
な
り
、
自
分
の
夢
に
つ
い
て
、
親
戚
の
お
じ
さ
ん
に
相
談
し
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
話
題
を
決
め
て
い
る
か
に
注
意
し
な

が
ら
よ
く
聞
い
て
、
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
必
要
と
思
う
と
こ
ろ
は
メ
モ
を
取
り
ま
し
ょ
う
。
放
送
は
一
度
だ
け
で
す
。
そ
れ
で
は

始
め
ま
す
。

 

優

　
花 

　

 

　
今
度
学
校
で
「
将
来
の
夢
」
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
が
、
私
は
、
将
来
の
夢
を
考
え
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
困
っ
て
し
ま
っ
て
…
…
。
お
じ
さ
ん
は
、
何
が
き
っ
か
け
で
獣
医
に
な
っ
た
ん
で
す
か
。

お
じ
さ
ん

　

 

　
そ
う
だ
ね
。
私
は
、
子
供
の
頃
、
飼
っ
て
い
た
犬
が
病
気
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
き
、
早
く
異
変
に
気
づ
い
て
あ
げ

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
し
く
て
、
そ
れ
で
獣
医
に
な
り
た
い
な
と
思
っ
た
ん
だ
。

 

優

　
花 

　

 

　
そ
う
な
ん
で
す
か
。
私
に
は
そ
う
い
う
体
験
は
な
い
な
あ
。

お
じ
さ
ん

　

 

　
好
き
な
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う
よ
。
優
花
は
何
か
好
き
な
も
の
が
あ
る
か
な
。

 

優

　
花 

　

 

　
う
ー
ん
、
私
は
漫
画
が
好
き
で
す
。

お
じ
さ
ん

　

 

　
何
が
き
っ
か
け
で
漫
画
が
好
き
に
な
っ
た
の
か
な
。

 

優

　
花 

　

 

　
小
学
四
年
生
の
時
、
そ
れ
ま
で
楽
し
く
習
っ
て
い
た
ピ
ア
ノ
が
急
に
つ
ま
ら
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
…
…
。
そ

う
し
た
ら
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
目
指
す
少
年
の
漫
画
を
勧
め
て
く
れ
て
、
そ
れ
を
読
ん
だ
ら
、
ピ
ア
ノ

が
す
ご
く
素
敵
な
楽
器
に
思
え
て
、
ま
た
ピ
ア
ノ
を
楽
し
く
弾
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
漫
画
っ
て
す

ご
い
な
っ
て
思
っ
て
。

お
じ
さ
ん

　

 

　
だ
か
ら
優
花
は
今
も
ピ
ア
ノ
を
続
け
ら
れ
て
い
る
ん
だ
ね
。
が
ん
ば
っ
て
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
な
る
の
も
い
い
か
も
し
れ

な
い
し
、
た
く
さ
ん
の
人
に
色
々
な
こ
と
を
伝
え
ら
れ
る
漫
画
家
も
、
素
敵
な
職
業
か
も
し
れ
な
い
ね
。

 

優

　
花 

　

 

　
そ
っ
か
…
…
、
特
別
な
体
験
が
な
く
て
も
、
自
分
が
好
き
な
も
の
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
、
や
り
た
い
こ
と
が
見
え
て

く
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
も
う
少
し
考
え
て
み
ま
す
。

　そ
れ
で
は
問
題
で
す
。

問
題
１

　優
花
さ
ん
の
お
じ
さ
ん
の
職
業
は
何
で
す
か
。

問
題
２

　お
じ
さ
ん
の
「
何
か
好
き
な
も
の
が
あ
る
か
な
」
と
い
う
問
い
か
け
に
、
優
花
さ
ん
は
何
と
答
え
ま
し
た
か
。

問
題
３

　お
じ
さ
ん
は
、
優
花
さ
ん
に
、
ど
ん
な
職
業
を
提
案
し
て
い
ま
す
か
。
二
つ
挙
げ
な
さ
い
。

問
題
４

　優
花
さ
ん
が
最
後
に
「
も
う
少
し
考
え
て
み
ま
す
。」
と
言
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。
次
の
ア
、
イ
、
ウ
、
エ
か
ら
適
切

な
も
の
を
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

　お
じ
さ
ん
と
話
を
し
な
が
ら
、
自
分
に
は
特
別
な
体
験
が
何
も
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
か
ら
。

イ 

　お
じ
さ
ん
と
話
を
し
な
が
ら
、
自
分
に
は
好
き
な
も
の
が
何
も
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
か
ら
。

ウ 

　お
じ
さ
ん
と
話
を
し
な
が
ら
、
お
じ
さ
ん
は
自
分
に
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た

か
ら
。

エ 

　お
じ
さ
ん
と
話
を
し
な
が
ら
、
自
分
が
好
き
な
も
の
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
、
将
来
の
夢
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
と

気
づ
い
た
か
ら
。

 

こ
れ
で
テ
ス
ト
を
終
わ
り
ま
す
。

9

★

会

　
話

　
　

　
　
　
「
将
来
の
夢
」

日
常
生
活
の
中
か
ら
伝
え
合
う

内
容
を
検
討
す
る
力

放送文

10点満点

テ
ス
ト
110
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１
年

秀
学
社

1

　

 

２
点

2

　

 

２
点

3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

完
答
・
２
点

4

　

 

４
点

★

テ
ス
ト

日
常
生
活
の
中
か
ら
伝
え
合
う
内
容
を
検
討
す
る
力

（設問なし）
解答用紙

　
　
　
　
　
　
組

　
　番

名
前

10

1

会

　話

　
　

　
　
　
「
将
来
の
夢
」

優
花

お
じ
さ
ん

メモ

8

8

新
し
い
国
語
の
ワ
ー
ク
■
「
話
す
・
聞
く
」
力
を
育
て
る
Ｃ
Ｄ 

１
年

秀
学
社

★
は
特
に
重
要
な
問
題
で
す
。 

※
解
答
は
漢
字
で
も
か
な
で
も
可
。

　
　
　優
花
さ
ん
の
お
じ
さ
ん
の
職
業
は
何
で
す
か
。 

２
点

　 

　
　
　
　
　
　
　 

　優
花
さ
ん
は
「
お
じ
さ
ん
は
、
何
が
き
っ
か
け
で
獣
医
に
な
っ
た
ん
で
す
か
。」
と
質
問
し
て
い
る
。

　
　
　お
じ
さ
ん
の
「
何
か
好
き
な
も
の
が
あ
る
か
な
」
と
い
う
問
い
か
け
に
、
優
花
さ
ん
は
何
と
答
え
ま
し
た
か
。 

２
点

　 

　
　
　
　
　
　
　 

　お
じ
さ
ん
の
「
優
花
は
何
か
好
き
な
も
の
が
あ
る
か
な
。」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
優
花
さ
ん
は
「
私
は

漫
画
が
好
き
で
す
。」
と
答
え
て
い
る
。

　
　
　お
じ
さ
ん
は
、
優
花
さ
ん
に
、
ど
ん
な
職
業
を
提
案
し
て
い
ま
す
か
。
二
つ
挙
げ
な
さ
い
。 

完
答
・
２
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 

　
　
　
　
　
　
　 

　優
花
さ
ん
の
好
き
な
も
の
の
話
を
受
け
て
、
お
じ
さ
ん
は
「
が
ん
ば
っ
て
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
な
る
の
も
い
い
か

も
し
れ
な
い
し
、た
く
さ
ん
の
人
に
色
々
な
こ
と
を
伝
え
ら
れ
る
漫
画
家
も
、素
敵
な
職
業
か
も
し
れ
な
い
ね
。」

と
言
っ
て
い
る
。

　

  　
　
　
　
　
　
　

 　

順
不
同
。

　
　
　優
花
さ
ん
が
最
後
に
「
も
う
少
し
考
え
て
み
ま
す
。」
と
言
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。
次
の
ア
、
イ
、
ウ
、
エ
か
ら
適
切
な

も
の
を
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

４
点

　
　ア 

　お
じ
さ
ん
と
話
を
し
な
が
ら
、
自
分
に
は
特
別
な
体
験
が
何
も
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
か
ら
。

　
　イ 

　お
じ
さ
ん
と
話
を
し
な
が
ら
、
自
分
に
は
好
き
な
も
の
が
何
も
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
か
ら
。

　
　ウ 

　お
じ
さ
ん
と
話
を
し
な
が
ら
、
お
じ
さ
ん
は
自
分
に
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と 

に
気
づ
い
た
か
ら
。

　
　エ 

　お
じ
さ
ん
と
話
を
し
な
が
ら
、
自
分
が
好
き
な
も
の
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
、
将
来
の
夢
が
見
つ
か
る
か
も 

し
れ
な
い
と
気
づ
い
た
か
ら
。

　 

　
　
　
　
　
　
　 

　優
花
さ
ん
が
「
将
来
の
夢
を
考
え
て
い
な
か
っ
た
」
と
不
安
を
述
べ
た
後
、
お
じ
さ
ん
が
「
何
か
好
き
な
も

の
が
あ
る
か
な
。」
と
質
問
し
、
そ
れ
を
受
け
て
優
花
さ
ん
が
「
自
分
が
好
き
な
も
の
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
、

や
り
た
い
こ
と
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
答
え
て
い
る
。
優
花
さ
ん
が
ど
の
よ
う
な
過
程
で
ス
ピ
ー

チ
の
話
題
を
決
め
よ
う
と
し
て
い
る
か
を
捉
え
よ
う
。

1

獣
医

2

漫
画
（
が
好
き
）

3

漫
画
家

ピ
ア
ニ
ス
ト

採
点
基
準

4

エ

★

テ
ス
ト

解答・解説

1

会

　話

　
　

　
　
　
「
将
来
の
夢
」

日
常
生
活
の
中
か
ら
伝
え
合
う

内
容
を
検
討
す
る
力

放送台本

解答用紙

解答・解説

聞 き取りテスト収 録 内 容
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5

5

新
し
い
国
語
の
ワ
ー
ク
■
「
話
す
・
聞
く
」
力
を
育
て
る
Ｃ
Ｄ 

１
年

秀
学
社

　こ
れ
か
ら
、
話
題
を
選
ぶ
過
程
に
つ
い
て
聞
く
テ
ス
ト
を
始
め
ま
す
。
優
花
さ
ん
は
「
将
来
の
夢
」
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ
を
す
る

こ
と
に
な
り
、
自
分
の
夢
に
つ
い
て
、
親
戚
の
お
じ
さ
ん
に
相
談
し
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
話
題
を
決
め
て
い
る
か
に
注
意
し
な

が
ら
よ
く
聞
い
て
、
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
必
要
と
思
う
と
こ
ろ
は
メ
モ
を
取
り
ま
し
ょ
う
。
放
送
は
一
度
だ
け
で
す
。
そ
れ
で
は

始
め
ま
す
。

 

優

　
花 

　

 

　
今
度
学
校
で
「
将
来
の
夢
」
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
が
、
私
は
、
将
来
の
夢
を
考
え
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
困
っ
て
し
ま
っ
て
…
…
。
お
じ
さ
ん
は
、
何
が
き
っ
か
け
で
獣
医
に
な
っ
た
ん
で
す
か
。

お
じ
さ
ん

　

 

　
そ
う
だ
ね
。
私
は
、
子
供
の
頃
、
飼
っ
て
い
た
犬
が
病
気
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
き
、
早
く
異
変
に
気
づ
い
て
あ
げ

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
し
く
て
、
そ
れ
で
獣
医
に
な
り
た
い
な
と
思
っ
た
ん
だ
。

 

優

　
花 

　

 

　
そ
う
な
ん
で
す
か
。
私
に
は
そ
う
い
う
体
験
は
な
い
な
あ
。

お
じ
さ
ん

　

 

　
好
き
な
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う
よ
。
優
花
は
何
か
好
き
な
も
の
が
あ
る
か
な
。

 

優

　
花 

　

 

　
う
ー
ん
、
私
は
漫
画
が
好
き
で
す
。

お
じ
さ
ん

　

 

　
何
が
き
っ
か
け
で
漫
画
が
好
き
に
な
っ
た
の
か
な
。

 

優

　
花 

　

 

　
小
学
四
年
生
の
時
、
そ
れ
ま
で
楽
し
く
習
っ
て
い
た
ピ
ア
ノ
が
急
に
つ
ま
ら
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
…
…
。
そ

う
し
た
ら
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
目
指
す
少
年
の
漫
画
を
勧
め
て
く
れ
て
、
そ
れ
を
読
ん
だ
ら
、
ピ
ア
ノ

が
す
ご
く
素
敵
な
楽
器
に
思
え
て
、
ま
た
ピ
ア
ノ
を
楽
し
く
弾
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
漫
画
っ
て
す

ご
い
な
っ
て
思
っ
て
。

お
じ
さ
ん

　

 

　
だ
か
ら
優
花
は
今
も
ピ
ア
ノ
を
続
け
ら
れ
て
い
る
ん
だ
ね
。
が
ん
ば
っ
て
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
な
る
の
も
い
い
か
も
し
れ

な
い
し
、
た
く
さ
ん
の
人
に
色
々
な
こ
と
を
伝
え
ら
れ
る
漫
画
家
も
、
素
敵
な
職
業
か
も
し
れ
な
い
ね
。

 

優

　
花 

　

 

　
そ
っ
か
…
…
、
特
別
な
体
験
が
な
く
て
も
、
自
分
が
好
き
な
も
の
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
、
や
り
た
い
こ
と
が
見
え
て

く
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
も
う
少
し
考
え
て
み
ま
す
。

　そ
れ
で
は
問
題
で
す
。

問
題
１

　優
花
さ
ん
の
お
じ
さ
ん
の
職
業
は
何
で
す
か
。

問
題
２

　お
じ
さ
ん
の
「
何
か
好
き
な
も
の
が
あ
る
か
な
」
と
い
う
問
い
か
け
に
、
優
花
さ
ん
は
何
と
答
え
ま
し
た
か
。

問
題
３

　お
じ
さ
ん
は
、
優
花
さ
ん
に
、
ど
ん
な
職
業
を
提
案
し
て
い
ま
す
か
。
二
つ
挙
げ
な
さ
い
。

問
題
４

　優
花
さ
ん
が
最
後
に
「
も
う
少
し
考
え
て
み
ま
す
。」
と
言
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。
次
の
ア
、
イ
、
ウ
、
エ
か
ら
適
切

な
も
の
を
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

　お
じ
さ
ん
と
話
を
し
な
が
ら
、
自
分
に
は
特
別
な
体
験
が
何
も
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
か
ら
。

イ 

　お
じ
さ
ん
と
話
を
し
な
が
ら
、
自
分
に
は
好
き
な
も
の
が
何
も
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
か
ら
。

ウ 

　お
じ
さ
ん
と
話
を
し
な
が
ら
、
お
じ
さ
ん
は
自
分
に
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た

か
ら
。

エ 

　お
じ
さ
ん
と
話
を
し
な
が
ら
、
自
分
が
好
き
な
も
の
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
、
将
来
の
夢
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
と

気
づ
い
た
か
ら
。

 

こ
れ
で
テ
ス
ト
を
終
わ
り
ま
す
。

9

★

会

　
話

　
　

　
　
　
「
将
来
の
夢
」

日
常
生
活
の
中
か
ら
伝
え
合
う

内
容
を
検
討
す
る
力

放送文

10点満点

テ
ス
ト
110
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新
し
い
国
語
の
ワ
ー
ク
■
「
話
す
・
聞
く
」
力
を
育
て
る
Ｃ
Ｄ 

１
年

秀
学
社

1

　

 

２
点

2

　

 

２
点

3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

完
答
・
２
点

4

　

 

４
点

★

テ
ス
ト

日
常
生
活
の
中
か
ら
伝
え
合
う
内
容
を
検
討
す
る
力

（設問なし）
解答用紙

　
　
　
　
　
　
組

　
　番

名
前

10

1

会

　話

　
　

　
　
　
「
将
来
の
夢
」

優
花

お
じ
さ
ん

メモ

8

8

新
し
い
国
語
の
ワ
ー
ク
■
「
話
す
・
聞
く
」
力
を
育
て
る
Ｃ
Ｄ 

１
年

秀
学
社

★
は
特
に
重
要
な
問
題
で
す
。 

※
解
答
は
漢
字
で
も
か
な
で
も
可
。

　
　
　優
花
さ
ん
の
お
じ
さ
ん
の
職
業
は
何
で
す
か
。 

２
点

　 

　
　
　
　
　
　
　 

　優
花
さ
ん
は
「
お
じ
さ
ん
は
、
何
が
き
っ
か
け
で
獣
医
に
な
っ
た
ん
で
す
か
。」
と
質
問
し
て
い
る
。

　
　
　お
じ
さ
ん
の
「
何
か
好
き
な
も
の
が
あ
る
か
な
」
と
い
う
問
い
か
け
に
、
優
花
さ
ん
は
何
と
答
え
ま
し
た
か
。 

２
点

　 

　
　
　
　
　
　
　 

　お
じ
さ
ん
の
「
優
花
は
何
か
好
き
な
も
の
が
あ
る
か
な
。」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
優
花
さ
ん
は
「
私
は

漫
画
が
好
き
で
す
。」
と
答
え
て
い
る
。

　
　
　お
じ
さ
ん
は
、
優
花
さ
ん
に
、
ど
ん
な
職
業
を
提
案
し
て
い
ま
す
か
。
二
つ
挙
げ
な
さ
い
。 

完
答
・
２
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 

　
　
　
　
　
　
　 

　優
花
さ
ん
の
好
き
な
も
の
の
話
を
受
け
て
、
お
じ
さ
ん
は
「
が
ん
ば
っ
て
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
な
る
の
も
い
い
か

も
し
れ
な
い
し
、た
く
さ
ん
の
人
に
色
々
な
こ
と
を
伝
え
ら
れ
る
漫
画
家
も
、素
敵
な
職
業
か
も
し
れ
な
い
ね
。」

と
言
っ
て
い
る
。

　

  　
　
　
　
　
　
　

 　

順
不
同
。

　
　
　優
花
さ
ん
が
最
後
に
「
も
う
少
し
考
え
て
み
ま
す
。」
と
言
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。
次
の
ア
、
イ
、
ウ
、
エ
か
ら
適
切
な

も
の
を
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

４
点

　
　ア 

　お
じ
さ
ん
と
話
を
し
な
が
ら
、
自
分
に
は
特
別
な
体
験
が
何
も
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
か
ら
。

　
　イ 

　お
じ
さ
ん
と
話
を
し
な
が
ら
、
自
分
に
は
好
き
な
も
の
が
何
も
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
か
ら
。

　
　ウ 

　お
じ
さ
ん
と
話
を
し
な
が
ら
、
お
じ
さ
ん
は
自
分
に
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と 

に
気
づ
い
た
か
ら
。

　
　エ 

　お
じ
さ
ん
と
話
を
し
な
が
ら
、
自
分
が
好
き
な
も
の
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
、
将
来
の
夢
が
見
つ
か
る
か
も 

し
れ
な
い
と
気
づ
い
た
か
ら
。

　 

　
　
　
　
　
　
　 

　優
花
さ
ん
が
「
将
来
の
夢
を
考
え
て
い
な
か
っ
た
」
と
不
安
を
述
べ
た
後
、
お
じ
さ
ん
が
「
何
か
好
き
な
も

の
が
あ
る
か
な
。」
と
質
問
し
、
そ
れ
を
受
け
て
優
花
さ
ん
が
「
自
分
が
好
き
な
も
の
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
、

や
り
た
い
こ
と
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
答
え
て
い
る
。
優
花
さ
ん
が
ど
の
よ
う
な
過
程
で
ス
ピ
ー

チ
の
話
題
を
決
め
よ
う
と
し
て
い
る
か
を
捉
え
よ
う
。

1

獣
医

2

漫
画
（
が
好
き
）

3

漫
画
家

ピ
ア
ニ
ス
ト

採
点
基
準

4

エ

★

テ
ス
ト

解答・解説

1

会

　話

　
　

　
　
　
「
将
来
の
夢
」

日
常
生
活
の
中
か
ら
伝
え
合
う

内
容
を
検
討
す
る
力

放送台本

解答用紙

解答・解説
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新しい国語のワーク■「話す・聞く」力を育てるＣＤ ３年秀学社

　
これから、多様な考えを想定して聞くテストを始めます。花山中学校の新聞部で、十八歳成人について取材す

るにあたって、事前に話し合いを行っています。解答用紙のグラフを見ながらよく聞いて、問いに答えなさい。

必要と思うところはメモを取りましょう。放送は一度だけです。それでは始めます。

部

　
長

　

 

　
それでは、成人年齢が十八歳に引き下げられることについて取材するにあたって、質問内容を確認す

るための話し合いを行います。まず、自分たちが十八歳成人についてどう思っているか確認したいと思

います。長瀬さんからどうぞ。

長

　
瀬

　

 

　
私は、十八歳成人は不安です。成人年齢が十八歳になることで、新たにできるようになることを調べ

たのですが、例えば、携帯電話やクレジットカードの契約などが、親の同意なしでできるようになるそ

うです。正しい知識を持っていないと、怪しい契約を結んでしまったり、だまされてしまったりなど、

お金にまつわるトラブルが増えるのではないでしょうか。

部

　
長

　

 

　
山岸さん、どうですか。

山

　
岸

　

 

　
私は、十八歳成人は当然だと思います。グラフ①を見てください。これは、外国での成人年齢を調べ

たものです。これを見ると、一三八か国が十八歳を成人としていて、二十歳なのは八か国だけです。

十八歳成人の国のほうが圧倒的に多いので、私は十八歳成人でよいと思います。

部

　
長

　

 

　
なるほど。他はどうですか。岡部さんどうぞ。

岡

　
部

　

 

　
私も少し不安でしたが、山岸さんの意見を聞くと大丈夫なのかもしれないなと思いました。ただ、花

山中学校の生徒にアンケートを取ったグラフ②を見ると、やはり不安だという意見が三分の二を占めて

います。このように、多くの人が成人年齢が十八歳になることを心配しています。そこで、十八歳に引

き下げるまでの間に、長瀬さんが述べたような心配ごとに対する対処法などを明らかにして……

　
それでは問題です。

問題１

　
長瀬さんは、十八歳成人にすることで、どんなことが増えると心配していますか。

問題２

　
山岸さんは、グラフ①のどんな点に注目して、十八歳成人でよいと言っていますか。

問題３

　
岡部さんは、どんな意図で意見を述べていますか。次のア、イ、ウから適切なものを一つ選びなさい。

ア

　
長瀬さんの意見に同意し、さらに具体例を述べようとしている。

イ

　
山岸さんの意見に同意し、反対派の意見を否定しようとしている。

ウ

　
長瀬さんと山岸さんの意見を聞いて、落としどころを見つけようとしている。

問題４

　
岡部さんは、この後に続けてどんな意見を述べると考えられますか。次のア、イ、ウ、エから適切なも

のを一つ選びなさい。

ア

　
多くの人がいだく不安を一つ一つ解消することが必要だという意見。

イ

　
多くの人が不安をいだいているのだから、十八歳成人は考え直すべきだという意見。

ウ

　
不安をいだく人全員に対応することは出来ないので、強引におし進めるべきだという意見。

エ 

　
不安をいだく人は多いが、時間がたてば慣れるので大丈夫ではないかという意見。

 これでテストを終わります。

11
★

話し合い

　　　　　 　　　
「十八歳成人をどう思うか」

多様な考えを想定しながら

 伝え合う内容を検討する力 放
送
文

10点
満
点

テスト2

12

新しい国語のワーク■「話す・聞く」力を育てるＣＤ ３年秀学社

1　  ２点

2　  ２点

3　  ３点

4　  ３点 ★

テスト

多様な考えを想定しながら伝え合う内容を検討する力

（
設
問
な
し
）

解
答
用
紙

　　　　　　
組

　　
番

名前

10

2話し合い

　　　　　 　　　
「十八歳成人をどう思うか」

メ
モ長瀬

山岸
岡部

1
5
0

1
0
0

5
00

<
グ
ラ
フ
①
>

「
諸
外
国
の
成
人
年
齢
調
査
の
結
果
」

1
8
歳

2
1
歳

2
0
歳

1
7
歳

1
6
歳

（
出
典
：
2008

年
　
法
務
省
調
査

3
5

8
1

1

1
3
8

（
単
位
/ヵ
国
）世
界
各
国
・
地
域
の
選
挙
権
年
齢
及
び
成
人
年
齢
）

2
5
0

2
0
0

1
5
0

1
0
0

5
00

<
グ
ラ
フ
②
>

「
1
8
歳
成
人
を
ど
う
思
う
か
」

不
安

よ
い
と
思
う

1
9
6

9
7

（
単
位
/人
）

放送台本
サンプル

解答用紙サンプル
設問が印字されて
いないパターン

※設問が入ったものもあります

図やグラフを用いた
設問もあります。

登場する人数を変える
ことで、難易度を
調整しています。
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新しい国語のワーク■「話す・聞く」力を育てるＣＤ ３年秀学社

　
これから、多様な考えを想定して聞くテストを始めます。花山中学校の新聞部で、十八歳成人について取材す

るにあたって、事前に話し合いを行っています。解答用紙のグラフを見ながらよく聞いて、問いに答えなさい。

必要と思うところはメモを取りましょう。放送は一度だけです。それでは始めます。

部

　
長

　

 

　
それでは、成人年齢が十八歳に引き下げられることについて取材するにあたって、質問内容を確認す

るための話し合いを行います。まず、自分たちが十八歳成人についてどう思っているか確認したいと思

います。長瀬さんからどうぞ。

長

　
瀬

　

 

　
私は、十八歳成人は不安です。成人年齢が十八歳になることで、新たにできるようになることを調べ

たのですが、例えば、携帯電話やクレジットカードの契約などが、親の同意なしでできるようになるそ

うです。正しい知識を持っていないと、怪しい契約を結んでしまったり、だまされてしまったりなど、

お金にまつわるトラブルが増えるのではないでしょうか。

部

　
長

　

 

　
山岸さん、どうですか。

山

　
岸

　

 

　
私は、十八歳成人は当然だと思います。グラフ①を見てください。これは、外国での成人年齢を調べ

たものです。これを見ると、一三八か国が十八歳を成人としていて、二十歳なのは八か国だけです。

十八歳成人の国のほうが圧倒的に多いので、私は十八歳成人でよいと思います。

部

　
長

　

 

　
なるほど。他はどうですか。岡部さんどうぞ。

岡

　
部

　

 

　
私も少し不安でしたが、山岸さんの意見を聞くと大丈夫なのかもしれないなと思いました。ただ、花

山中学校の生徒にアンケートを取ったグラフ②を見ると、やはり不安だという意見が三分の二を占めて

います。このように、多くの人が成人年齢が十八歳になることを心配しています。そこで、十八歳に引

き下げるまでの間に、長瀬さんが述べたような心配ごとに対する対処法などを明らかにして……

　
それでは問題です。

問題１

　
長瀬さんは、十八歳成人にすることで、どんなことが増えると心配していますか。

問題２

　
山岸さんは、グラフ①のどんな点に注目して、十八歳成人でよいと言っていますか。

問題３

　
岡部さんは、どんな意図で意見を述べていますか。次のア、イ、ウから適切なものを一つ選びなさい。

ア

　
長瀬さんの意見に同意し、さらに具体例を述べようとしている。

イ

　
山岸さんの意見に同意し、反対派の意見を否定しようとしている。

ウ

　
長瀬さんと山岸さんの意見を聞いて、落としどころを見つけようとしている。

問題４

　
岡部さんは、この後に続けてどんな意見を述べると考えられますか。次のア、イ、ウ、エから適切なも

のを一つ選びなさい。

ア

　
多くの人がいだく不安を一つ一つ解消することが必要だという意見。

イ

　
多くの人が不安をいだいているのだから、十八歳成人は考え直すべきだという意見。

ウ

　
不安をいだく人全員に対応することは出来ないので、強引におし進めるべきだという意見。

エ 

　
不安をいだく人は多いが、時間がたてば慣れるので大丈夫ではないかという意見。

 これでテストを終わります。

11
★

話し合い

　　　　　 　　　
「十八歳成人をどう思うか」

多様な考えを想定しながら

 伝え合う内容を検討する力 放
送
文

10点
満
点

テスト2

12

新しい国語のワーク■「話す・聞く」力を育てるＣＤ ３年秀学社

1　  ２点

2　  ２点

3　  ３点

4　  ３点 ★

テスト

多様な考えを想定しながら伝え合う内容を検討する力

（
設
問
な
し
）

解
答
用
紙

　　　　　　
組

　　
番

名前

10

2話し合い

　　　　　 　　　
「十八歳成人をどう思うか」

メ
モ長瀬

山岸
岡部

1
5
0

1
0
0

5
00

<
グ
ラ
フ
①
>

「
諸
外
国
の
成
人
年
齢
調
査
の
結
果
」

1
8
歳

2
1
歳

2
0
歳

1
7
歳

1
6
歳

（
出
典
：
2008

年
　
法
務
省
調
査

3
5

8
1

1

1
3
8

（
単
位
/ヵ
国
）世
界
各
国
・
地
域
の
選
挙
権
年
齢
及
び
成
人
年
齢
）

2
5
0

2
0
0

1
5
0

1
0
0

5
00

<
グ
ラ
フ
②
>

「
1
8
歳
成
人
を
ど
う
思
う
か
」

不
安

よ
い
と
思
う

1
9
6

9
7

（
単
位
/人
）

放送台本
サンプル

解答用紙サンプル
設問が印字されて
いないパターン

※設問が入ったものもあります

図やグラフを用いた
設問もあります。

登場する人数を変える
ことで、難易度を
調整しています。
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新しい国語のワーク■「話す・聞く」力を育てるＣＤ ３年秀学社

★は特に重要な問題です。 ※解答は漢字でもかなでも可。

　　　
長瀬さんは、十八歳成人にすることで、どんなことが増えると心配していますか。 ２点

　　　　　　　　

 

　
長瀬さんは「怪しい契約を結んでしまったり、……お金にまつわるトラブルが増えるのでは

ないでしょうか」と述べている。

　　　
山岸さんは、グラフ①のどんな点に注目して、十八歳成人でよいと言っていますか。 ２点

　　　　　　　　

 

　
山岸さんはグラフ①のデータをもとに、世界では「十八歳成人の国のほうが圧倒的に多いの

で、私は十八歳成人でよいと思います。」と意見を述べている。「どんな点」と問われているの

で、文末は「〜点。」と答えよう。

　　

 

　　　　　　

 

　
「十八歳を成人とする国が多い」という内容が書けていれば可。数字は算用数字でも可。

　　　
岡部さんは、どんな意図で意見を述べていますか。次のア、イ、ウから適切なものを一つ選びなさい。

 ３点

　　
ア

　
長瀬さんの意見に同意し、さらに具体例を述べようとしている。

　　
イ

　
山岸さんの意見に同意し、反対派の意見を否定しようとしている。

　　
ウ

　
長瀬さんと山岸さんの意見を聞いて、落としどころを見つけようとしている。

　　　　　　　　

 

　
岡部さんは「私も少し不安でしたが」と長瀬さんに共感した上で「山岸さんの意見を聞くと

大丈夫なのかもしれないなと思いました。」と言い、一方で、グラフ②を参照して、不安を感

じている人が多いことを述べ、「そこで、十八歳に引き下げるまでの間に」と、二つの意見の

落としどころを見つけようとしていることを捉えよう。

　　　
岡部さんは、この後に続けてどんな意見を述べると考えられますか。次のア、イ、ウ、エから適切なもの

を一つ選びなさい。 ３点

　　
ア

　
多くの人がいだく不安を一つ一つ解消することが必要だという意見。

　　
イ

　
多くの人が不安をいだいているのだから、十八歳成人は考え直すべきだという意見。

　　
ウ

　
不安をいだく人全員に対応することは出来ないので、強引におし進めるべきだという意見。

　　
エ

　
不安をいだく人は多いが、時間がたてば慣れるので大丈夫ではないかという意見。

　

 

　　　　　　　

 

　
岡部さんが最後に述べている「心配ごとに対する対処法などを明らかに」することでできる

ことは、「多くの人がいだく不安を一つ一つ解消すること」であることを捉えよう。

1

例 お金にまつわるトラブル。

2

例 十八歳成人の国のほうが圧倒的に多い点。

採点基準

3

ウ

★4

ア

テスト

解
答・解

説

2話し合い

　　　　　 　　　
「十八歳成人をどう思うか」

多様な考えを想定しながら

 伝え合う内容を検討する力

解答・解説
サンプル

文章で解答する
設問には、分かりやすい

採点基準を
つけています。

「読むこと」テスト用
替え問題

学年ごと約 13 題材
（Word）

指導事項を確認する
設問には、

★をつけています。

ワーク本誌に掲載した問いとは
異なる問いを作成しています。

そのまま定期テストの
大問１つ分として
お使いいただけます。
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岡部さんは「私も少し不安でしたが」と長瀬さんに共感した上で「山岸さんの意見を聞くと

大丈夫なのかもしれないなと思いました。」と言い、一方で、グラフ②を参照して、不安を感

じている人が多いことを述べ、「そこで、十八歳に引き下げるまでの間に」と、二つの意見の

落としどころを見つけようとしていることを捉えよう。

　　　
岡部さんは、この後に続けてどんな意見を述べると考えられますか。次のア、イ、ウ、エから適切なもの

を一つ選びなさい。 ３点

　　
ア

　
多くの人がいだく不安を一つ一つ解消することが必要だという意見。

　　
イ

　
多くの人が不安をいだいているのだから、十八歳成人は考え直すべきだという意見。

　　
ウ

　
不安をいだく人全員に対応することは出来ないので、強引におし進めるべきだという意見。

　　
エ

　
不安をいだく人は多いが、時間がたてば慣れるので大丈夫ではないかという意見。

　

 

　　　　　　　

 

　
岡部さんが最後に述べている「心配ごとに対する対処法などを明らかに」することでできる

ことは、「多くの人がいだく不安を一つ一つ解消すること」であることを捉えよう。

1

例 お金にまつわるトラブル。
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例 十八歳成人の国のほうが圧倒的に多い点。
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★4

ア

テスト

解
答・解

説

2話し合い

　　　　　 　　　
「十八歳成人をどう思うか」

多様な考えを想定しながら

 伝え合う内容を検討する力

解答・解説
サンプル

文章で解答する
設問には、分かりやすい

採点基準を
つけています。

「読むこと」テスト用
替え問題

学年ごと約 13 題材
（Word）

指導事項を確認する
設問には、

★をつけています。

ワーク本誌に掲載した問いとは
異なる問いを作成しています。

そのまま定期テストの
大問１つ分として

お使いいただけます。
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

 

７
点
×
５

1　

現
役
を
引
退
し
た
後
の
私
の
最
大
の
喜
び
は
、
家

の
周
囲
に
広
が
る
美
し
い
森
の
間
を
歩
く
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

そ
こ
に
は
多
く
の
植
物
は
も
ち
ろ
ん
、
小
動
物
も

見
ら
れ
、
さ
び
し
い
日
々
を
送
る
私
の
心
を
な
ぐ
さ

め
て
く
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

　

私
は
足
を
運
び
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
振ふ

り
返
る
。
い
ろ
い
ろ
な
思
い
が
あ
る
も
の
の
、
こ
ん

な
美
し
い
自
然
の
中
を
今
歩
け
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ

ほ
ど
悪
い
人
生
で
は
な
か
っ
た
と
思
え
る
の
だ
っ
た
。

①

②

③

⑴
〔
段
落
〕
こ
の
文
章
の
段
落
の
数
を
、
漢
数
字
で
書
き

な
さ
い
。

⑵
〔
文
〕
こ
の
文
章
の
文
の
数
を
、
漢
数
字
で
書
き
な
さ

い
。

⑶
〔
文
節
〕　
　

線
①
を
文
節
に
正
し
く
分
け
た
も
の
を
、

次
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

ア
美
し
い
／
森
の
間
を
／
歩
く

イ
美
し
い
／
森
の
／
間
を
／
歩
く

ウ
美
し
い
／
森
の
／
間
／
を
／
歩
く

エ
美
し
い
／
森
／
の
／
間
／
を
／
歩
く

⑷
〔
単
語
〕　
　

線
②
、
③
を
単
語
に
正
し
く
分
け
た
も

の
を
、
次
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

② 　

ア
人
生
を
／
振
り
返
る

　

イ
人
生
を
／
振
り
／
返
る

　

ウ
人
生
／
を
／
振
り
返
る

　

エ
人
生
／
を
／
振
り
／
返
る

③ 　

ア
悪
い
／
人
生
で
は
／
な
か
っ
た

　

イ
悪
い
／
人
生
／
で
は
／
な
か
っ
た

　

ウ
悪
い
／
人
生
／
で
は
／
な
か
っ
／
た

　

エ
悪
い
／
人
生
／
で
／
は
／
な
か
っ
／
た

　

〔
文
節
〕
次
の
文
を
、　

に
な
ら
っ
て
、
／
で
文
節
に

分
け
な
さ
い
。 

７
点
×
５

　
　

空
に
／
大
き
な
／
月
が
／
か
か
る
。

①　

兄
は
数
学
が
と
て
も
得
意
だ
。

②　

美
し
い
夕
日
が
空
を
染
め
た
。

③　

君
が
意
見
を
言
う
必
要
は
な
い
。

④　

ど
う
し
て
彼
は
来
な
い
の
だ
ろ
う
。

⑤　

外
国
の
人
と
話
し
て
み
た
い
。

2

例

例

　

〔
単
語
〕
次
の
文
の
単
語
の
数
を
、
漢
数
字
で
書
き
な

さ
い
。 

６
点
×
５

①　

妹
が
姉
を
追
い
ま
わ
す
。

②　

明
日
は
晴
れ
る
と
思
い
ま
す
。

③　

意
外
な
手
紙
が
友
達
か
ら
来
た
。

④　

そ
こ
の
荷
物
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑤　

こ
う
い
う
話
を
一
度
し
た
か
っ
た
。

3 名　前

／100点

文
法
テ
ス
ト

年　
　
　

組　
　
　

番

秀
学
社
版

１ 

言
葉
の
単
位

□光
２
年

01

新
出
漢
字
練
習
シ
ー
ト

（

　
　）
組
（

　
　）
番

　
名
前
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　）

〔
読
み
〕

「
ア
イ
ス
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」
⑴

郊止め
る

コ
ウ―

郊
外
に
建
て

た
家
。

（ 

）

近
郊

（ 

）

郊
外

近
郊
郊
外

き
ん
こ
う

こ
う
が
い

穹
窈
窗
窕

窘
窖
窩

歓×

攵

カ
ン―

歓
声
が
聞
こ

え
る
。

（ 

）

歓
喜

（ 

）

歓
声

歓
喜
歓
声

か
ん
き

か
ん
せ
い

鳳
鵬
亡
暴

望
鉾
吠
卜

赴止
め
る

フお
も
む
く

新
た
に
赴
任

す
る
。

（ 
）

赴
く

（ 

）

赴
任

赴
く
赴
任

お
も
む
く

ふ
に
ん

稚
チ―

幼
稚
な
ア
イ

デ
ア
。

（ 

）

稚
魚

（ 

）

幼
稚

稚
魚
幼
稚

ち
ぎ
ょ

よ
う
ち

畳

×

日

×

旦
ジ
ョ
ウ

た
た
む

た
た
み

畳
を
張
り
か

え
る
。

（ 

）

石
畳

（ 

）

畳
語

石
畳
畳
語

い
し
だ
た
み

じ
ょ
う
ご

砺
努
土
冬

塘
宕
島

唯
ユ
イ

（
イ
）―

唯
一
の
存
在
。（ 

）

唯
一
無
二

（ 

）

唯
一

唯
一
無
二

唯
一

ゆ
い
い

つ
む
に

ゆ
い
い
つ

慷
慙
慚
慫

慴
慥
慱

き
ま
り
が
悪
い
　
の
ろ
の
ろ
と
　
か
け
ら
も
な
い
　
ほ
こ
ろ
び
る
　
厄や

っ

介か
い

だ

に
じ
ん
で
　
手
を
休
め
て
　
な
じ
ん
で
　
ま
た
た
く
　
知
れ
た
も
の

①  e  

の
ろ
の
ろ
と

 r  

走
る
車
に
イ
ラ
イ
ラ
し
た
。

②  

年
末
は
、
ど
こ
も
混
雑
し
て
い
て
非
常
にe  

厄
介
だ

 r  
。

③  

た
っ
た
一
人
の
力
な
ん
て
、
た
か
だ
か e  

知
れ
た
も
の

 r  

だ
。

④  

彼
は
仕
事
の e  

手
を
休
め
て

 r  

、
呼
び
か
け
て
き
た
。

⑤ 

偶ぐ
う

然ぜ
ん

助
け
た
の
に
、
大
げ
さ
に
感
謝
さ
れ
て e  

き
ま
り
が
悪
い

 r  

。

⑥  

緊き
ん

張ち
ょ
う

感
の e  

か
け
ら
も
な
い

 r  

態
度
に
、
た
め
息
を
つ
く
。

⑦ 

こ
の
靴く

つ

も
だ
い
ぶ e  

な
じ
ん
で

 r  

履は

き
や
す
く
な
っ
た
。

⑧  

袖そ
で

口ぐ
ち

が e  

ほ
こ
ろ
び
る

 r  

。

⑨  

星
が
音
も
な
く e  

ま
た
た
く

 r  

、
静
か
な
夜
だ
。

⑩  

あ
ま
り
の
暑
さ
で
、
額
に
汗あ

せ

が e  

に
じ
ん
で

 r  

き
た
。

　   

　
　
　
か
ら
言
葉
を
選
ん
で
書
き
入
れ
、
文
を
完
成
さ
せ
よ
う
。

一

ぼ
ん
や
り
　
と
た
ん
に
　
高
じ
て
　
あ
た
か
も
　
騒そ

う

々ぞ
う

し
く
　

押お

し
の
け
る
　
と
ま
ど
う
　
意
地
を
張
っ
て
　
な
だ
め
る
　
顔
を
背そ

む

け
た

①  

そ
の
瞬し

ゅ
ん

間か
ん

、 e  

あ
た
か
も

 r  

時
が
止
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
感

じ
ら
れ
た
。

②  

悔く
や

し
か
っ
た
が e  

意
地
を
張
っ
て

 r  

泣
か
な
か
っ
た
。

③  

友
達
の
怒い

か

り
を e  

な
だ
め
る

 r  

。

④  

気
ま
ず
く
な
っ
て
、
思
わ
ず e  

顔
を
背
け
た

 r  

。

⑤  

動
物
好
き
な
彼
は
、
そ
れ
が e  

高
じ
て

 r  

獣じ
ゅ
う

医い

を
目
指

す
よ
う
に
な
っ
た
。

⑥  

彼
は
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、 e  

ぼ
ん
や
り

 r  

し
た
顔
で

表
を
見
て
い
た
。

⑦  

外
に
出
た e  

と
た
ん
に

 r  

、
雨
が
降
り
出
し
た
。

⑧  

周
り
が e  

騒
々
し
く

 r  

て
、
勉
強
に
な
ら
な
い
。

⑨  

人
を e  

押
し
の
け
る

 r  

よ
う
に
し
て
、
電
車
に
乗
る
。

⑩  

私
は
も
う
慣
れ
た
が
、
初
め
て
の
人
は e  

と
ま
ど
う

 r  

に

違
い
な
い
。

　   

　
　
　
か
ら
言
葉
を
選
ん
で
書
き
入
れ
、
文
を
完
成
さ
せ
よ
う
。

一
学
ん
だ
言
葉
を
使
い
こ
な
そ
う
　
―
『
星
の
花
が
降
る
こ
ろ
に
』
①
―

語
句
ト
レ

■3

名
前 e  

r

組　
　
　
　

番

学
ん
だ
言
葉
を
使
い
こ
な
そ
う
　
―
『
星
の
花
が
降
る
こ
ろ
に
』
②
―

語
句
ト
レ

■4

名
前 e  

r

組　
　
　
　

番

キリトリ

4

新出漢字練習シート
学年ごと約 60 回

（PDF）

語句トレ
学年ごと約７回
（PDF）

文法テスト
16 回
（PDF）

その学年の新出漢字を
網羅しています。

書く時の注意点を確認しながら、
読みと書きの練習ができます。

教材に出てきた語句の
使い方を確認できます。
なお w e b からはハヤテス
で同じ語句の確認問題を
作ることができます。

言葉の単位から品詞、
敬語まで、文法の基礎を

網羅しています。
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

 

７
点
×
５

1　

現
役
を
引
退
し
た
後
の
私
の
最
大
の
喜
び
は
、
家

の
周
囲
に
広
が
る
美
し
い
森
の
間
を
歩
く
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

そ
こ
に
は
多
く
の
植
物
は
も
ち
ろ
ん
、
小
動
物
も

見
ら
れ
、
さ
び
し
い
日
々
を
送
る
私
の
心
を
な
ぐ
さ

め
て
く
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

　

私
は
足
を
運
び
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
振ふ

り
返
る
。
い
ろ
い
ろ
な
思
い
が
あ
る
も
の
の
、
こ
ん

な
美
し
い
自
然
の
中
を
今
歩
け
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ

ほ
ど
悪
い
人
生
で
は
な
か
っ
た
と
思
え
る
の
だ
っ
た
。

①

②

③

⑴
〔
段
落
〕
こ
の
文
章
の
段
落
の
数
を
、
漢
数
字
で
書
き

な
さ
い
。

⑵
〔
文
〕
こ
の
文
章
の
文
の
数
を
、
漢
数
字
で
書
き
な
さ

い
。

⑶
〔
文
節
〕　
　

線
①
を
文
節
に
正
し
く
分
け
た
も
の
を
、

次
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

ア
美
し
い
／
森
の
間
を
／
歩
く

イ
美
し
い
／
森
の
／
間
を
／
歩
く

ウ
美
し
い
／
森
の
／
間
／
を
／
歩
く

エ
美
し
い
／
森
／
の
／
間
／
を
／
歩
く

⑷
〔
単
語
〕　
　

線
②
、
③
を
単
語
に
正
し
く
分
け
た
も

の
を
、
次
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

② 　

ア
人
生
を
／
振
り
返
る

　

イ
人
生
を
／
振
り
／
返
る

　

ウ
人
生
／
を
／
振
り
返
る

　

エ
人
生
／
を
／
振
り
／
返
る

③ 　

ア
悪
い
／
人
生
で
は
／
な
か
っ
た

　

イ
悪
い
／
人
生
／
で
は
／
な
か
っ
た

　

ウ
悪
い
／
人
生
／
で
は
／
な
か
っ
／
た

　

エ
悪
い
／
人
生
／
で
／
は
／
な
か
っ
／
た

　

〔
文
節
〕
次
の
文
を
、　

に
な
ら
っ
て
、
／
で
文
節
に

分
け
な
さ
い
。 

７
点
×
５

　
　

空
に
／
大
き
な
／
月
が
／
か
か
る
。

①　

兄
は
数
学
が
と
て
も
得
意
だ
。

②　

美
し
い
夕
日
が
空
を
染
め
た
。

③　

君
が
意
見
を
言
う
必
要
は
な
い
。

④　

ど
う
し
て
彼
は
来
な
い
の
だ
ろ
う
。

⑤　

外
国
の
人
と
話
し
て
み
た
い
。

2

例

例

　

〔
単
語
〕
次
の
文
の
単
語
の
数
を
、
漢
数
字
で
書
き
な

さ
い
。 

６
点
×
５

①　

妹
が
姉
を
追
い
ま
わ
す
。

②　

明
日
は
晴
れ
る
と
思
い
ま
す
。

③　

意
外
な
手
紙
が
友
達
か
ら
来
た
。

④　

そ
こ
の
荷
物
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑤　

こ
う
い
う
話
を
一
度
し
た
か
っ
た
。

3 名　前

／100点

文
法
テ
ス
ト

年　
　
　

組　
　
　

番

秀
学
社
版

１ 

言
葉
の
単
位

□光
２
年

01

新
出
漢
字
練
習
シ
ー
ト

（

　
　）
組
（

　
　）
番

　
名
前
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　）

〔
読
み
〕

「
ア
イ
ス
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」
⑴

郊止め
る

コ
ウ―

郊
外
に
建
て

た
家
。

（ 

）

近
郊

（ 

）

郊
外

近
郊
郊
外

き
ん
こ
う

こ
う
が
い

穹
窈
窗
窕

窘
窖
窩

歓×

攵

カ
ン―

歓
声
が
聞
こ

え
る
。

（ 

）

歓
喜

（ 

）

歓
声

歓
喜
歓
声

か
ん
き

か
ん
せ
い

鳳
鵬
亡
暴

望
鉾
吠
卜

赴止
め
る

フお
も
む
く

新
た
に
赴
任

す
る
。

（ 

）

赴
く

（ 

）

赴
任

赴
く
赴
任

お
も
む
く

ふ
に
ん

稚
チ―

幼
稚
な
ア
イ

デ
ア
。

（ 

）

稚
魚

（ 

）

幼
稚

稚
魚
幼
稚

ち
ぎ
ょ

よ
う
ち

畳

×

日

×

旦
ジ
ョ
ウ

た
た
む

た
た
み

畳
を
張
り
か

え
る
。

（ 

）

石
畳

（ 

）

畳
語

石
畳
畳
語

い
し
だ
た
み

じ
ょ
う
ご

砺
努
土
冬

塘
宕
島

唯
ユ
イ

（
イ
）―

唯
一
の
存
在
。（ 

）

唯
一
無
二

（ 

）

唯
一

唯
一
無
二

唯
一

ゆ
い
い

つ
む
に

ゆ
い
い
つ

慷
慙
慚
慫

慴
慥
慱

き
ま
り
が
悪
い
　
の
ろ
の
ろ
と
　
か
け
ら
も
な
い
　
ほ
こ
ろ
び
る
　
厄や

っ

介か
い

だ

に
じ
ん
で
　
手
を
休
め
て
　
な
じ
ん
で
　
ま
た
た
く
　
知
れ
た
も
の

①  e  

の
ろ
の
ろ
と

 r  

走
る
車
に
イ
ラ
イ
ラ
し
た
。

②  

年
末
は
、
ど
こ
も
混
雑
し
て
い
て
非
常
にe  

厄
介
だ

 r  

。

③  

た
っ
た
一
人
の
力
な
ん
て
、
た
か
だ
か e  

知
れ
た
も
の

 r  

だ
。

④  

彼
は
仕
事
の e  

手
を
休
め
て

 r  

、
呼
び
か
け
て
き
た
。

⑤ 

偶ぐ
う

然ぜ
ん

助
け
た
の
に
、
大
げ
さ
に
感
謝
さ
れ
て e  

き
ま
り
が
悪
い

 r  

。

⑥  

緊き
ん

張ち
ょ
う

感
の e  

か
け
ら
も
な
い

 r  

態
度
に
、
た
め
息
を
つ
く
。

⑦ 

こ
の
靴く

つ

も
だ
い
ぶ e  

な
じ
ん
で

 r  

履は

き
や
す
く
な
っ
た
。

⑧  

袖そ
で

口ぐ
ち

が e  

ほ
こ
ろ
び
る

 r  

。

⑨  

星
が
音
も
な
く e  

ま
た
た
く

 r  

、
静
か
な
夜
だ
。

⑩  
あ
ま
り
の
暑
さ
で
、
額
に
汗あ

せ

が e  

に
じ
ん
で

 r  

き
た
。

　   

　
　
　
か
ら
言
葉
を
選
ん
で
書
き
入
れ
、
文
を
完
成
さ
せ
よ
う
。

一

ぼ
ん
や
り
　
と
た
ん
に
　
高
じ
て
　
あ
た
か
も
　
騒そ

う

々ぞ
う

し
く
　

押お

し
の
け
る
　
と
ま
ど
う
　
意
地
を
張
っ
て
　
な
だ
め
る
　
顔
を
背そ

む

け
た

①  

そ
の
瞬し

ゅ
ん

間か
ん

、 e  
あ
た
か
も

 r  

時
が
止
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
感

じ
ら
れ
た
。

②  

悔く
や

し
か
っ
た
が e  

意
地
を
張
っ
て

 r  

泣
か
な
か
っ
た
。

③  

友
達
の
怒い

か

り
を e  

な
だ
め
る

 r  

。

④  

気
ま
ず
く
な
っ
て
、
思
わ
ず e  
顔
を
背
け
た

 r  

。

⑤  

動
物
好
き
な
彼
は
、
そ
れ
が e  
高
じ
て
 r  

獣じ
ゅ
う

医い

を
目
指

す
よ
う
に
な
っ
た
。

⑥  

彼
は
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、 e  

ぼ
ん
や
り

 r  

し
た
顔
で

表
を
見
て
い
た
。

⑦  

外
に
出
た e  

と
た
ん
に

 r  

、
雨
が
降
り
出
し
た
。

⑧  

周
り
が e  

騒
々
し
く

 r  

て
、
勉
強
に
な
ら
な
い
。

⑨  

人
を e  

押
し
の
け
る

 r  

よ
う
に
し
て
、
電
車
に
乗
る
。

⑩  

私
は
も
う
慣
れ
た
が
、
初
め
て
の
人
は e  

と
ま
ど
う

 r  

に

違
い
な
い
。

　   

　
　
　
か
ら
言
葉
を
選
ん
で
書
き
入
れ
、
文
を
完
成
さ
せ
よ
う
。

一
学
ん
だ
言
葉
を
使
い
こ
な
そ
う
　
―
『
星
の
花
が
降
る
こ
ろ
に
』
①
―

語
句
ト
レ

■3

名
前 e  

r

組　
　
　
　

番

学
ん
だ
言
葉
を
使
い
こ
な
そ
う
　
―
『
星
の
花
が
降
る
こ
ろ
に
』
②
―

語
句
ト
レ

■4

名
前 e  

r

組　
　
　
　

番

キリトリ

4

新出漢字練習シート
学年ごと約 60 回

（PDF）

語句トレ
学年ごと約７回
（PDF）

文法テスト
16 回
（PDF）

その学年の新出漢字を
網羅しています。

書く時の注意点を確認しながら、
読みと書きの練習ができます。

教材に出てきた語句の
使い方を確認できます。
なお W e b からはハヤテス
で同じ語句の確認問題を
作ることができます。

言葉の単位から品詞、
敬語まで、文法の基礎を

網羅しています。
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〔
歴
史
的
仮
名
遣
い
〕
次
の
歴
史
的
仮か

名な

遣づ
か

い
を
現
代
仮

名
遣
い
に
直
し
、
す
べ
て
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。 

 

５
点
×
９

①
あ
は
れ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
く
ち
を
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
ま
う
す
（
申
す
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

④
お
ほ
か
た 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤
い
み
じ
う 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑥
け
ふ
（
今
日
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑦
せ
む
か
た
な
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑧
こ
ゑ
（
声
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑨
に
ほ
ひ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

⑴
〔
歴
史
的
仮
名
遣
い
〕　
　

線
ア
「
い
ふ
」、
イ
「
よ
ろ

づ
」、
ウ
「
使
ひ
」、
エ
「
な
む
」、
オ
「
ゐ
た
り
」
を

現
代
仮
名
遣
い
に
直
し
、
す
べ
て
ひ
ら
が
な
で
書
き
な

さ
い
。

ア
　
　
　
　
　
　
　

 

イ
　
　
　
　
　
　
　

ウ
　
　
　
　
　
　
　

 

エ
　
　
　
　
　
　
　

オ
　
　
　
　
　
　
　

⑵
〔
古
語
の
意
味
〕　
　

線
①
「
あ
や
し
が
り
て
」、②
「
い

と
」、
③
「
う
つ
く
し
う
て
」
の
意
味
を
書
き
な
さ
い
。

①

 

②

 

③

 

⑶
〔
動
作
の
主
体
〕　
　

線
Ａ
「
寄
り
て
見
る
に
」
は
だ
れ

の
動
作
で
す
か
。
古
文
中
の
漢
字
一
字
で
書
き
な
さ
い
。

⑷
〔
助
詞
の
省
略
〕　
　

線
Ｂ
「
筒
の
中
光
り
た
り
」
を
現

代
語
訳
す
る
と
き
、「
筒
の
中
」
と
「
光
り
た
り
」
の

間
に
補
う
助
詞
を
一
つ
書
き
な
さ
い
。

筒
の
中　

光
っ
て
い
た

⑸
〔
文
学
史
〕
竹
取
物
語
が
成
立
し
た
時
代
を
書
き
な
さ

い
。

　
　
　
　
　

時
代

　

次
の
古
文
を
読
み
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

 

５
点
×
11

2　

今
は
昔
、
竹
取
の
翁お

き
な

と
い
ふ
も
の
あ
り
け
り
。

野
山
に
ま
じ
り
て
竹
を
取
り
つ
つ
、
よ
ろ
づ
の
こ

と
に
使
ひ
け
り
。
名
を
ば
、
さ
ぬ
き
の
造

み
や
つ
こ

と
な

む
い
ひ
け
る
。

　

そ
の
竹
の
中
に
、
も
と
光
る
竹
な
む
一ひ

と

筋す
ぢ

あ
り

け
る
。
あ
や
し
が
り
て
、
寄
り
て
見
る
に
、
筒つ

つ

の

中
光
り
た
り
。
そ
れ
を
見
れ
ば
、
三
寸
ば
か
り
な

る
人
、
い
と　

う
つ
く
し
う
て　

ゐ
た
り
。

（「
竹
取
物
語
」
よ
り
）

ア

イ

ウ

エ

①

Ａ

Ｂ

②

③

オ

名　前

１ 

歴
史
的
仮
名
遣
い
／
竹
取
物
語

古
文
・
漢
文
テ
ス
ト

／100点

年　
　
　

組　
　
　

番

秀
学
社
版

　

〔
部
首
〕
Ａ
群
と
Ｂ
群
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
を
組

み
合
わ
せ
て
で
き
る
漢
字
を
、
四
つ
書
き
な
さ
い
。 

４
点
×
４

Ａ
群
（
部
首
） 

Ｂ
群

　
　
　
　
　
　
　
　

1
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

塵壬

鰐詫藁蕨椀碗弌丐丕

娚婀婬婉娵娶婢婪

勁勍勗

懃懆憺

輹轅

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

厖厠厦厥厮

央

褓襃

占

掏掉掟掵

直

　

〔
部
首
〕
次
の
漢
字
の
部
首
名
を
ア
〜
カ
か
ら
選
び
、

そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

４
点
×
４

①

裸　
　
　

 

②

快　
　
　

③

畑　
　
　

 

④

利　
　
　

ア
ひ
へ
ん　
　
　
　
　
　

イ
り
っ
と
う

ウ
り
っ
し
ん
べ
ん　
　
　

エ
の
ぎ
へ
ん

オ
た　
　
　
　
　
　
　
　

カ
こ
ろ
も
へ
ん

2

　
〔
行
書
〕
次
の
各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

⑴　
「
桃も

も

」
を
行
書
で
書
い
た
も
の
を
次
か
ら
選
び
、
記

号
で
答
え
な
さ
い
。 

４
点

ア　
　
　

イ　
　
　

ウ　
　
　

エ 

　
　
　

⑵　
「
祝
」
と
同
じ
部
首
を
も
つ
漢
字
を
次
の
行
書
の
漢

字
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

４
点

ア　
　
　

イ　
　
　

ウ　
　
　

エ 

　
　
　

⑶　
「
花
」
を
行
書
で
書
く
場
合
の
一
〜
三
画
目
の
筆
順

を
、　

に
書
き
な
さ
い
。 

完
答　

４
点

⑷　

次
の
行
書
を
楷か

い

書し
ょ

で
書
い
た
と
き
の
総
画
数
を
、
漢

数
字
で
書
き
な
さ
い
。 

４
点
×
２

ア　
　
　
　
　

画 

イ　
　
　
　
　

画

6

４

５

６

７

　

〔
部
首
〕
次
の
漢
字
の
部
首
を
そ
れ
ぞ
れ
ア
〜
ウ
か
ら

選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

４
点
×
４

①

放 ﹇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

﹈ 　
　
　

②

突 ﹇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

﹈ 　
　
　

③

視 ﹇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

﹈ 　
　
　

④

蒸 ﹇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

﹈ 　
　
　

5

ア　
　
　

イ　
　
　

ウ　
　

譯譴

嵳嵶嶇嶄

嶂嶢嶝嶬

ア　
　
　

イ　
　
　

ウ　
　

杏以伊

杏以伊位囲

大

ア　
　
　

イ　
　
　

ウ　
　

瓰瓱瓸瓷

甄甃甅甌甎甍甕

些嵯

ア　
　
　

イ　
　
　

ウ　
　

套宕嶋

了

篁篌篏箴

　

〔
部
首
〕
次
の
部
首
の
漢
字
を　
　

か
ら
選
ん
で
書
き

な
さ
い
。 

４
点
×
４

①
に
く
づ
き　
　
　

 

②
つ
き
へ
ん　
　
　

③
こ
ざ
と
へ
ん　
　
　

 

④
お
お
ざ
と　
　
　

4
明　
　

防　
　

服　
　

眠　
　

部　
　

腹

　

〔
部
首
〕
次
の
漢
字
の
部
首
名
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な

さ
い
。 

４
点
×
４

①
紙

 

②
写

③
床

 

④
投

3

名　前

年　
　
　

組　
　
　

番

漢
字
・
語
句
テ
ス
ト

秀
学
社
版／100点

１ 

部
首
／
行
書

字
形
の
整
え
方
１

年

組

番

名
前

基
礎
編

楷 

書

１１

できた あと少し

あ
て
は
ま
る
方
に
色
を
ぬ
ろ
う

全
体
を
整
え
て
書
こ
う

①
中
心
を
そ
ろ
え
て
書
く

②
外
形
を
整
え
て
書
く

◀
最
初
の
画
を
中
心
に

◀
途
中
の
画
を
中
心
に

◀
中
心
の
目
安
と
な
る
画
が
な
い
字

正
方
形

正
方
形

縦
長
縦
長

横
長
横
長

三
角
形

三
角
形

逆
三
角
形

逆
三
角
形

円
形
円
形

文
字
の
中
心
に
は
ね
る
位
置
が
く
る

文
字
の
中
心
を
見
定
め

て
か
ら
書
き
始
め
、
文

字
の
お
お
よ
そ
の
形
を

意
識
し
て
書
こ
う
。

小学５,６年
漢字練習プリント
33 枚（PDF）

硬筆練習プリント
30 回
（PDF）

古文・漢文テスト
10 回
（PDF）

漢字・語句テスト
20 回
（PDF）

小学５・６年で習う漢字を
網羅しています。

書く時の注意点の確認や、
なぞり書きの練習ができます。

楷書や行書の書き方、
レポートや手紙文などの実用的な
文章の書き方、古典の名文の視写

などが練習できます。

古文・漢文の基本的な
知識や読解問題に
取り組めます。

書き順や熟語、慣用句や類義語・
対義語など、漢字や語句に関する

テストです。
入試対策にもなります。
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教
師
用
サ
ポ
ー
ト
パ
ッ
ク

教
師
用
サ
ポ
ー
ト
パ
ッ
ク

　

〔
歴
史
的
仮
名
遣
い
〕
次
の
歴
史
的
仮か

名な

遣づ
か

い
を
現
代
仮

名
遣
い
に
直
し
、
す
べ
て
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。 

 

５
点
×
９

①
あ
は
れ 
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
く
ち
を
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
ま
う
す
（
申
す
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

④
お
ほ
か
た 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤
い
み
じ
う 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑥
け
ふ
（
今
日
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑦
せ
む
か
た
な
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑧
こ
ゑ
（
声
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑨
に
ほ
ひ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

⑴
〔
歴
史
的
仮
名
遣
い
〕　
　

線
ア
「
い
ふ
」、
イ
「
よ
ろ

づ
」、
ウ
「
使
ひ
」、
エ
「
な
む
」、
オ
「
ゐ
た
り
」
を

現
代
仮
名
遣
い
に
直
し
、
す
べ
て
ひ
ら
が
な
で
書
き
な

さ
い
。

ア
　
　
　
　
　
　
　

 

イ
　
　
　
　
　
　
　

ウ
　
　
　
　
　
　
　

 

エ
　
　
　
　
　
　
　

オ
　
　
　
　
　
　
　

⑵
〔
古
語
の
意
味
〕　
　

線
①
「
あ
や
し
が
り
て
」、②
「
い

と
」、
③
「
う
つ
く
し
う
て
」
の
意
味
を
書
き
な
さ
い
。

①

 

②

 

③

 

⑶
〔
動
作
の
主
体
〕　
　

線
Ａ
「
寄
り
て
見
る
に
」
は
だ
れ

の
動
作
で
す
か
。
古
文
中
の
漢
字
一
字
で
書
き
な
さ
い
。

⑷
〔
助
詞
の
省
略
〕　
　

線
Ｂ
「
筒
の
中
光
り
た
り
」
を
現

代
語
訳
す
る
と
き
、「
筒
の
中
」
と
「
光
り
た
り
」
の

間
に
補
う
助
詞
を
一
つ
書
き
な
さ
い
。

筒
の
中　

光
っ
て
い
た

⑸
〔
文
学
史
〕
竹
取
物
語
が
成
立
し
た
時
代
を
書
き
な
さ

い
。

　
　
　
　
　

時
代

　

次
の
古
文
を
読
み
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

 

５
点
×
11

2　

今
は
昔
、
竹
取
の
翁お

き
な

と
い
ふ
も
の
あ
り
け
り
。

野
山
に
ま
じ
り
て
竹
を
取
り
つ
つ
、
よ
ろ
づ
の
こ

と
に
使
ひ
け
り
。
名
を
ば
、
さ
ぬ
き
の
造

み
や
つ
こ

と
な

む
い
ひ
け
る
。

　

そ
の
竹
の
中
に
、
も
と
光
る
竹
な
む
一ひ

と

筋す
ぢ

あ
り

け
る
。
あ
や
し
が
り
て
、
寄
り
て
見
る
に
、
筒つ

つ

の

中
光
り
た
り
。
そ
れ
を
見
れ
ば
、
三
寸
ば
か
り
な

る
人
、
い
と　

う
つ
く
し
う
て　

ゐ
た
り
。

（「
竹
取
物
語
」
よ
り
）

ア

イ

ウ

エ

①

Ａ

Ｂ

②

③

オ

名　前

１ 
歴
史
的
仮
名
遣
い
／
竹
取
物
語

古
文
・
漢
文
テ
ス
ト

／100点

年　
　
　

組　
　
　

番

秀
学
社
版

　

〔
部
首
〕
Ａ
群
と
Ｂ
群
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
を
組

み
合
わ
せ
て
で
き
る
漢
字
を
、
四
つ
書
き
な
さ
い
。 

４
点
×
４

Ａ
群
（
部
首
） 

Ｂ
群

　
　
　
　
　
　
　
　

1
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

塵壬

鰐詫藁蕨椀碗弌丐丕

娚婀婬婉娵娶婢婪

勁勍勗

懃懆憺

輹轅

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

厖厠厦厥厮

央

褓襃

占

掏掉掟掵

直

　

〔
部
首
〕
次
の
漢
字
の
部
首
名
を
ア
〜
カ
か
ら
選
び
、

そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

４
点
×
４

①

裸　
　
　

 

②

快　
　
　

③

畑　
　
　

 

④

利　
　
　

ア
ひ
へ
ん　
　
　
　
　
　

イ
り
っ
と
う

ウ
り
っ
し
ん
べ
ん　
　
　

エ
の
ぎ
へ
ん

オ
た　
　
　
　
　
　
　
　

カ
こ
ろ
も
へ
ん

2

　
〔
行
書
〕
次
の
各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

⑴　
「
桃も

も

」
を
行
書
で
書
い
た
も
の
を
次
か
ら
選
び
、
記

号
で
答
え
な
さ
い
。 

４
点

ア　
　
　

イ　
　
　

ウ　
　
　

エ 

　
　
　

⑵　
「
祝
」
と
同
じ
部
首
を
も
つ
漢
字
を
次
の
行
書
の
漢

字
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

４
点

ア　
　
　

イ　
　
　

ウ　
　
　

エ 

　
　
　

⑶　
「
花
」
を
行
書
で
書
く
場
合
の
一
〜
三
画
目
の
筆
順

を
、　

に
書
き
な
さ
い
。 

完
答　

４
点

⑷　

次
の
行
書
を
楷か

い

書し
ょ

で
書
い
た
と
き
の
総
画
数
を
、
漢

数
字
で
書
き
な
さ
い
。 

４
点
×
２

ア　
　
　
　
　

画 

イ　
　
　
　
　

画

6

４

５

６

７

　

〔
部
首
〕
次
の
漢
字
の
部
首
を
そ
れ
ぞ
れ
ア
〜
ウ
か
ら

選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

４
点
×
４

①

放 ﹇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

﹈ 　
　
　

②

突 ﹇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

﹈ 　
　
　

③

視 ﹇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

﹈ 　
　
　

④

蒸 ﹇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

﹈ 　
　
　

5

ア　
　
　

イ　
　
　

ウ　
　

譯譴

嵳嵶嶇嶄

嶂嶢嶝嶬

ア　
　
　

イ　
　
　

ウ　
　

杏以伊

杏以伊位囲

大

ア　
　
　

イ　
　
　

ウ　
　

瓰瓱瓸瓷

甄甃甅甌甎甍甕

些嵯

ア　
　
　

イ　
　
　

ウ　
　

套宕嶋

了

篁篌篏箴

　

〔
部
首
〕
次
の
部
首
の
漢
字
を　
　

か
ら
選
ん
で
書
き

な
さ
い
。 

４
点
×
４

①
に
く
づ
き　
　
　

 

②
つ
き
へ
ん　
　
　

③
こ
ざ
と
へ
ん　
　
　

 

④
お
お
ざ
と　
　
　

4
明　
　

防　
　

服　
　

眠　
　

部　
　

腹

　

〔
部
首
〕
次
の
漢
字
の
部
首
名
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な

さ
い
。 

４
点
×
４

①
紙

 

②
写

③
床

 

④
投

3

名　前

年　
　
　

組　
　
　

番

漢
字
・
語
句
テ
ス
ト

秀
学
社
版／100点

１ 

部
首
／
行
書

字
形
の
整
え
方
１

年

組

番

名
前

基
礎
編

楷 

書

１１

できた あと少し

あ
て
は
ま
る
方
に
色
を
ぬ
ろ
う

全
体
を
整
え
て
書
こ
う

①
中
心
を
そ
ろ
え
て
書
く

②
外
形
を
整
え
て
書
く

◀
最
初
の
画
を
中
心
に

◀
途
中
の
画
を
中
心
に

◀
中
心
の
目
安
と
な
る
画
が
な
い
字

正
方
形

正
方
形

縦
長
縦
長

横
長
横
長

三
角
形

三
角
形

逆
三
角
形

逆
三
角
形

円
形
円
形

文
字
の
中
心
に
は
ね
る
位
置
が
く
る

文
字
の
中
心
を
見
定
め

て
か
ら
書
き
始
め
、
文

字
の
お
お
よ
そ
の
形
を

意
識
し
て
書
こ
う
。

小学５,６年
漢字練習プリント
33 枚（PDF）

硬筆練習プリント
30 回
（PDF）

古文・漢文テスト
10 回
（PDF）

漢字・語句テスト
20 回
（PDF）

小学５・６年で習う漢字を
網羅しています。

書く時の注意点の確認や、
なぞり書きの練習ができます。

楷書や行書の書き方、
レポートや手紙文などの実用的な
文章の書き方、古典の名文の視写

などが練習できます。

古文・漢文の基本的な
知識や読解問題に
取り組めます。

書き順や熟語、慣用句や類義語・
対義語など、漢字や語句に関する

テストです。
入試対策にもなります。

1415



プリントサンプルは

こちら

教 師 用 サ ポ ー ト パ ッ ク 内 容 一 覧

教師用教師用

サポートパックサポートパック
教師用

サポートパック
解答・解説解答・解説解答・解説
のご案内
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